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　海外でもその名を馳せる国内有数の高級ホテル――。

　そんなハイグレードでラグジュアリー、最上のもてなしをうたうホテルの一室、エグゼクティブスイートに一組の男女の姿があった。

「あ、あ、んぁっ、あふぅ、んんっ」

　間接照明が浮かび上がらせる室内。何をしているかなど、愉悦に濡れた声を聞けば、想像は容易い。

　それを裏付けるかのように、ドアからリビングを通ってベッドルームまで、女が履いていたパンプスは揃えられることなく転がり、身に着けていたらしいスーツの上着とスカートが脱皮したかのごとく床に落ちている。さらに男物のジャケットが無造作にソファ近くの床に投げ捨てられ、ワイシャツや肌着などは靴と一緒にベッドの下で、丸まっていた。

　ほぼ正方形をした巨大なベッドの上で、欲望のままに体を重ねている二人は、今日、列席者が見守る中、指輪を交換し華燭かしょくの典を挙げた花嫁と花婿だった。

　だから逸る気持ちのまま、部屋に入るなり事に及んだのだとしても、致し方ないだろう。多少の行き違いやトラブルはあったものの、永遠に愛を誓った二人が初めて一緒に迎える夜なのだから。

「ああ、あんっ、んんっ」

　男にブラをたくし上げられて、剥き出しになった膨らみを揉みしだかれた女が、一際甲高い声を上げた。

「ったく、イイ声で啼く。堪らないな」

「やっ、やぁっ、そ……そこは……っ、も……もう、はぅっ」

　頂の実を摘まれ指先で押し潰すように捏ねられて、女――大谷おおたに加乃かのは、喘鳴ぜんめいの合間に言葉を紡ぐ。先ほどから胸ばかり執拗に弄られて、下腹が切なくなってきていた。

　そんな加乃を、男――蔦原つたはら正真しょうまが、にやりと口角を上げて見る。

「夜はまだこれからだ。ちゃんと可愛がってやる。お前は俺の妻だからな」

「つ……ま……って、ああっ、んふっ、んあっ」

　正真が、器用に背中のホックを外してブラを取り払い、逃がしはしないと覆いかぶさった。

　加乃は正真の重みを感じながら、いっそう彼の巧みな愛撫で自分の中の官能が引き出されていくのを感じていた。まるで悦びがもたらされる度、隠していた情欲が曝け出されていくようだ。

「どうした、加乃」

　つんと頂の実を弾かれた加乃は、口をきゅっと固く閉じる。そうしないと、またあられもない声を上げてしまいそうだった。

「つ……蔦原、様……」

「正真だ。お前は夫を名字で呼ぶのか？」

　それは昼間、挙式の最中にも言われた。

「しょ……、ま……さ……、ん、んぅ」

　加乃がまだ呼び慣れない夫の名を口にすると、正真がまるで褒美だと言わんばかりに、チュッチュッとリップ音をさせて頬に目蓋に鼻先にとキスの雨を降らせた。

　そして結んだ口を開かせようとしてか、上下の唇を交互にねぶられ吸われる。加乃がおずおずと口を緩めると、すかさず舌が差し込まれた。

　舌は盛んに歯茎を突つついて、唇の内側を舐める。ついには歯列を割って口内に侵入を果たすと、正真の舌は上下左右、縦横に動き、歯裏や上顎、普段日常生活で他人から触れられることのない箇所を舐め回す。舌を搦からめ捕られると、くすぐったさにも似た淫靡な刺激で背筋がぞくりとした。

　加乃は、流れ込んでくる正真の唾液を甘露のように嚥下する。

　そうやって口付けを交わしている間も、膨らみは揉まれて頂の実は摘み捏ねられていた。

「んふっ、ふぁ、あ、んん」

　どれだけ堪えようとしても、声が出てしまう。

「本当にイイな、加乃の声は。淫らでそそられる」

　正真が、口角を引き上げ、彼独特の笑みを浮かべた。

「わ……わたしっ、は……っ、ふぁ、あ、あん」

　淫らって何――と言い返したかったが、言葉が続けられない。舌を強く吸われてしまい、付け根がちりちりと痺れる。

　とはいえ加乃にしても、これほど喘がされたことはなかった。堪らなかった。

　口付け一つとっても、くらくらと酩酊する。もし立ったままだったら、膝は体を支えられずに折れ、その場にしゃがみ込んでしまったに違いない。誓いのキスのときも肌が粟立って立っていられなかった。

「んあ……、んふ……あ……」

　止めどなく上がる喘鳴に喉を震わせながらも加乃は、頂の実を弄っていたはずの手が、そこにないことに気づく。

「いい加減、胸ばかりではつまらないだろ？」

「え……」

　まるで言い当てられたかのようで加乃は、どきりとした。

　事実、口付けや頂の実に施される悦びはこれまでにない官能をもたらしていたけれど、それだけでは物足りなく思い始めていた。

「図星か。加乃は結構表情に出るからな」

「そんな、こと――、あっ」

　否定したかったが、それよりも下肢に伸ばされた手に気を逸らされて、言葉を続けられなかった。

「おい、何脚閉じてるんだ」

「そ、れは……っ」

　加乃が身に着けているのは、もはや秘部を覆う小さな布だけ。ストッキングはとっくに剥ぎ取られていた。そんな心もとない状態で手が伸びてきたら、身を守る本能がいやでも働き、たとえ一瞬でも膝を擦り合わせて抗ってしまうのは仕方のないことだ。

　加乃の様子にふっと息を吐いた正真が目を細めた。新たな楽しみを見つけたかのように肌を撫でていく。脇腹から腰骨を通って太腿へと外側を幾度か往復し、下腹で弧を描く。

「んっ」

　加乃は鼻にかかった声を漏らした。正真の掌から伝わる温もりが、くすぐったくとも心地好い。

　しかしいつ布の隙間をかいくぐり、茂みの奥で潜める秘裂を暴かれるかと思うと、羞恥を覚えて落ち着かない。

　そこは既に潤んでいるはずだった。まだ直接触れられてもいないにも関わらず。

　また淫らと言われるのだろうか――そう思うと、耳の奥がぞくぞくする。

　正真に触れてほしいのかほしくないのか、相反する感情が入り混じる。

　こんなにも体が熱くなって騒めいてしまうなんて、初めてだった。

「どうした、加乃」

　なのに正真は、一向に秘部に触れてこようとはしなかった。布越しすらもない。下腹から臍の窪みに軽く指を這わせて、それからまた胸へと戻る。そしてやわやわと膨らみの裾野から頂へと揉み回し、勃ち上がって色づく実を奇麗に整えられている爪の先で弾いた。

「あ……や……ぁ……」

　撫でられるのは気持ちが好いのだ。胸を揉まれるのも、つんと実を弾かれるのも、声を上げてしまうほどに。

（でも――）

　もっと強い悦びがほしいと、下腹部の奥が落ち着かず騒めく。

　加乃はもどかしさを覚えて、足を何度も擦り合わせる。焦らされていた。

「どうしてほしいか、言ってみろ」

「そん、な……」

　言えない――加乃は、眉を寄せてふるふると首を振った。

　人には羞恥心というものがある。心のうちでは望んでいても、蜜に濡れた最奥に触れてほしいなどと。ましてや頂の実にしたように、秘裂の際で隠れている淫珠を弄ってほしいなんて……。

「言わなきゃわからないな」

「ひど……、い……」

　さっきは、言葉はなくても表情に出ると言っておいて意地悪だ。

　加乃は今さらのように正真を睨む。自分を棚に上げ言わせようとするなんて。

　彼とて、深く身を交えたいと思っているはずなのだ。その証拠とばかり、身に着けている寛げたスラックスから覗く下着は、はちきれんばかりに膨らんでいた。

「ほしいのか？」

　加乃の目線の先を追った正真が、また目を細めた。そして口もとを僅かに歪めて、自身の下着の縁を押し下げる。途端に、重力に逆らい隆とした肉剣が飛び出し聳そびえた。

　加乃は「もう駄目」と唇を震わせごくりと喉を鳴らすと頷いた。官能に引きずられながらも羞恥を教えていた理性の欠片が、欲情に屈服し溶けきった瞬間だった。

「ちゃんと求めた加乃に、応えてやらなければな」

　正真は自らのスラックスに手をかけると、下着ごと脱ぎ去ってベッドの下に落とした。そして加乃のショーツを一気に引き下げ脚から抜くと脇に放り投げる。

　これで二人とも身に着けていたものはすべて取り払い、重ねる肌を遮るものはなくなった。

「あ――……」

　露になった秘部を覆う下生えを正真の指が梳き、隠れていた肉裂に伸びた。指腹が裂け目をなぞり、湛えている蜜を纏うと際で潜んでいる淫珠を探りだす。

　その動きは加乃が望んだ通り頂の実への施しに似ていて、最初は緩く撫で擦り、徐々に力を強めて捏ねていく。

「あっ、ああ、あ、あぁ――」

　再び加乃の口から嬌声が、いっそう艷やかに上がり始める。

「凄いな。ぐっしょりだ」

　蜜口から漏れ出した潤みで充分に濡らした指が、するりと中に入り込んだ。ぬちゅぬちゅと浅瀬を掻き混ぜて、じゅぷりと奥を突く。

「ひゃうっ」

　加乃は異物感で息を呑む。眉間にもきゅっと皺が寄る。

「これがイイか？」

　訊かれても、どう答えればいいのかわからない。先ほどから喘ぎ以外の声を上げていない加乃は、喉がひりついて意味のある言葉が紡げない。首を縦に振るのがやっとだ。

「ったく、なんとか言ったらどうだ」

「きゃあぁっ、あうっ、んうっ」

　差し込まれた指が蜜で満たされた膣肉を擦る。淫珠もなぶられ、ぎゅうんと官能が引き出された加乃は、悲鳴染みた声を上げた。さらに穿たれる指が増やされ、ごりごりと抉られる。中を広げるように指が蜜壁を押し擦り、加乃のイイところを攻めていく。

「あ、あ、やぁ、そ……ん、なっ……、はぅっ」

「――ったく。イイ声だな。これならどんな声で啼く？」

　正真が加乃の膨らみに手をかけ、さらに唇を寄せる。

　クチュクチュと蜜を混ぜる濡れた音と頂の実を啄むリップ音、官能の要所を攻められた加乃は、大きく喉を反らせ、シーツを蹴りながらつま先を丸める。

「だ、駄目――っ、そ、それ以上っ、は……っ、お、かしく、な……、ひゃあっ」

「なればいい」

　悦びが体を巡り、高みへと押し上げていく。

　加乃は、未知の領域への怖れで正真に手を止めてくれるよう乞う。けれど正真がそれを聞いてくれるはずもなく。

「やぁ、しょ、ま……さ……」

　縺もつれる舌で加乃は縋る思いで夫の名を呼ぶ。

「イイな。もっと、俺を呼べ」

「ああっ、しょ――あぁ、あ、あ、ああっ」

　呼べと言われても、膨らみと肉裂への些か強めの愛撫は加乃をさらに追い上げ、とても名を紡ぐ余裕は与えられない。

　ついには脚をばたつかせ、のたうつように背を撓しならせた加乃は絶頂を迎えた。まだこの身に滾たぎる剛肉を迎えていないというのに。

「加乃――」

　正真の手が頬にかかった髪を払い、そのまま撫でられる。

　意識が白濁に溺れていく加乃にはそれが心地好く。

『お前を逃さない。覚悟はいいな』

　不意に正真に言われた言葉が脳裏をよぎる。

　否応なく問答無用。最終通告――。

　二十九年生きてきて、まさに人生の岐路。昨日まで、いや今朝まで当たり前に思っていた日常は、思いもしなかった未来への扉を開いたのだった。
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　今日は日曜日の大安。その上晴天で結婚式には最良の日。

（ああ、もうっ！　なんてざまなのよっ）

　都市の玄関ともいうべきターミナル駅の正面にそびえ立つ大時計は、そろそろ九時になろうとしていた。

　それを横目に、ＯＬ御用達ブランドの通勤用ソフトスーツに身を包んだ大谷加乃は、駅から周囲の商業施設を結ぶペデストリアンデッキ網をスカートの裾を気にしながら多少足早に歩いていた。

　この歩行者回廊は、国内でも有数のハイグレード、ハイクオリティをうたうグランドレイトンホテルまで続いている。

　加乃はそのレイトンホテルのブライダル部に勤めるブライダルコーディネーターだった。

　ブライダル部志望で入社後、宿泊部ハウスキーピングでの研修を経てテレフォン・オペレーターとして経験を積み、翌年念願のブライダル部に異動して六年。周囲への気配りとお客様クライアントには「人生最良の日となるべく幸せのお手伝いをする」の初心を忘れず、誠心誠意をもって取り組み励んできた。

　そんな日ごろの努力が認められてか、課長から主任チーフへの昇進内示があったのは昨日のことだ。これは同期の中でも早いほうになるだろう。

　なのになんたることか。よりにも寄って翌日の今日、寝過ごしてしまうなんて。おそらく始業にはぎりぎり間に合いそうだが、こんなこと、社会人として初めてだ。

　決して、内示があったから舞い上がって油断したわけではない。

　嬉しい昇進の報告を部署は違うが同じホテルで働いている恋人にしようと、まだ仕事中だった彼にＳＮＳ経由で話があるとメッセージを入れておいた。こうしておけば、何かしら連絡がくるはずだった。

　しかし既読になっても返信はなく、まして電話もない。さすがにそれ以上は翌日に響くと諦めて就寝したのが夜半過ぎで。

　目を覚まして一番にスマートフォンを確かめたけれど、ＳＮＳの未読のメッセージもなければ当然のように電話の着信履歴もない。メールだってない。

　溜め息混じりに項垂れて、はたと我に返ってから、大急ぎで身支度を済ませて家を出たのだ。

　その彼は三歳上で、研修時代に加乃の指導係として知り合った。何かと話が合い、良き先輩後輩として交流を重ね、去年彼が希望していたフロント課に配属となったとき、ようやく恋人として付き合い始めた仲だ。年齢的なこともあり、おそらく彼も結婚を意識してくれていると思う。

（フロント業務で忙しいのはわかってるけど、一言くらい何か返してくれたって――ああもう。こんな事じゃ駄目。切り換えなくちゃ）

　ホテルの外観が見えてきた。加乃は肩にかけた通勤バッグの持ち手をがしっと握ると、ついつい恨みがましく思ってしまう気持ちを振り払う。

　今日は、待ちに待ったとあるクライアントの挙式日なのだった。

　当日のセレモニースタッフには入念に申し送りがしてあり、コーディネーターの加乃がいなくても、式そのものには何ら問題はない。

　だが、チーフの内示をもらった以上、責任感というか立場というものも考えるわけで――いや、正直に言うならば。

　そのクライアントが、非常に難物トラブルメーカーなのだった。主に花嫁が。だから、見届けたいというか。

　まあここ数年稀に見る上客なのは有り難かったのだけど、なんでも花婿は二十代でＩＴ業界でベンチャー起業し、三十二歳となった今、「飛ぶ鳥を落とす勢い」「向かう所敵なし」などと急成長をしている会社のＣＥＯだとか。

　この辺りの話は打ち合わせの際、花嫁から度々聞かされていたこともあり、クライアント情報として顧客カードにも書き込み、頭にも入れてある。

　しかも花婿がＣＥＯなら、花嫁も大手ゼネコン系の会社社長令嬢。見るからに両親から目一杯の愛情をかけられ育てられた天真爛漫な女性。良くも悪くも、世俗に塗れていないお嬢様だった。

　そのお嬢様が、伝説級にいろいろやらかしてくれたのだ。

　特に印象に残っていることはと言えば、二回めの来店のとき。有名ドレスショップで一週間かけて選んだらしいオーダーメイドのウェディングドレスについて話していたのに、サロン店内にディスプレイされていた新作のレンタルドレスに気付いて、これが良いと言い出したのだ。

　当店のものを良いと言ってくれたのは嬉しいと思ったが、次の言葉に加乃の脳内には「？」が飛び交い、余りのことに一瞬気が遠くなりかけた。

　なんとそのオーダーメイドのキャンセルを、担当のブライダルコーディネーターという理由で加乃から連絡するように言われたのだ。

　正直この業界、それなりに横の繋がりもあるわけで。

　それでも、「ドレスはこれが良いわ。今ここでキャンセルの電話して」と言い放つクライアントの言葉は、ある意味絶対なわけで――。

　仕方なくドレスハウスには後で詫びを入れるつもりで連絡をした。ところがその夜、ブライダル部の営業時間もゆうに過ぎた二十二時。ホテルの代表電話に問題の花嫁から緊急だと言って電話がかかってきた。応対したテレフォン・オペレーターから連絡をもらい、何事かとおそるおそる加乃から折り返しで電話をすれば、やっぱりオーダーメイドのウェディングドレスが良いという話で……。

　ならばレンタルドレスをキャンセルにするのかと思ったら、お色直しで着ると言い。

　このとき既に、花嫁はお色直し用のカラードレスを全部着るからと言って、五着選んでいた。最終的には、お色直しは三回で落ち着いた。つまり披露宴で着用するドレスは合計四着。一応「四」を忌み数と避ける傾向があることも伝えたが、挙式で着るドレスを合わせたら五着だし、幸運の証の四葉のクローバーのことを持ちだして花嫁が納得しているなら良しとした。

　ドレスだけでもこの調子。さらにブーケはというと、バラの花を九十九本使って作ってほしいと言い出されたときは、困惑せざるを得なかった。確かにバラを九十九本なら「永遠の愛」という意味の花言葉になるとはいえ、そんな本数ではもうブーケとは言えない。普通に花束だ。

　バラの本数にこだわりを見せる花嫁に加乃もその場でインターネットを使って調べ、「真実の愛」という意味になる二十一本を薦めてみた。だが「一生に一度のことだから、最高のものにしたいの」と返されては、強くは言えず。花嫁に付いてきていた母親からは、すべて娘のしたいようにさせてくれと言われ――。

　ならばいっそ、当日花嫁花婿のテーブルに千と一本飾ってはどうかと提案した。千本なら「一万年の愛を誓います」、それに一本足して千一本にすると「永遠に」という意味になるらしく――。

　これでようやく納得してもらった。そしてブーケは、ドレスのデザインに合わせてその数だけ用意することになった。

　ほかにも披露宴での演出で、会場を絶えずスモークで満たし、某天空の城のように雲の中にいるようにしたいとか、かと思えば会場を色とりどりの花々で飾り、ガーデンウェディングのようにしたいとか。

　もちろん、可能ではある。レーザービームだって楽団の生演奏だってやれる。クライアントの要望に寄り添い叶えるようプランニングしていくのは、コーディネーターとしての腕の見せどころだ。

　ただし、擦り合わせて練り合わせて幾度も確認をしてこれで決定かと思ったら、度々ストップがかかり、「これも良いのよねーやっぱりー一生に一度のことだしー」と翻されるのは困る。日程的に余裕があるときは良いが、期限が差し迫ってきていたときはもう……。

　そこは提案と交渉をして折り合いをつけて進めていくのもコーディネーターの手腕なのはわかっているけれど。

　そんな花嫁も、花婿が同席して打ち合わせをしたときは、言いたい放題に声を上げることなく借りてきた猫のようにおとなしく、ご令嬢という言葉がピッタリなほどお淑やか。それまでの態度が嘘みたいに鳴りを潜めた。

　加乃にしても花婿とは初顔合わせ。対面して「なるほど」と思った。花嫁が自慢げに話すわけだ。ＩＴ会社のＣＥＯと聞いていたから、インドア派の線が細いタイプを勝手にイメージしていたが違った。シャツにパンツというラフないで立ちながら、引き締まった体躯をしているのがわかる。上背もあり、日に焼けた肌は、おそらくスポーツをやっているのではと想像できた。何しろＣＥＯ。口数は多くなくとも、存在感があった。

　そんな花婿効果で、予定していた話はあっと言う間に決まった。料理もゲストの席順も花婿の衣装も。そして後の変更はなしと契約書を交わせたのだった。花婿に感謝。

　これでようやく通常の進行ができるとほっとしたけれど、実のところこのとき加乃は、花嫁に対する花婿の余りにも事務的で素っ気ない態度が気になり、とても結婚を控えた恋人同士には、見えなかった。

　加乃とて仕事上、いろんなカップルを見てきたし、世間のカップルにはいろいろな事情があることは承知だ。一介のブライダルコーディネーターが口を挟める立場でないことももちろん承知している。

　今にして思うと花嫁の暴走っぷりは、花婿との関係が原因なのかもしれない。

　結局、花婿が来店されての打ち合わせはあのとき一度きり。けれど、こうして縁があって関わったのだから、ぜひとも幸せになってもらいたい。

　そして今日は、その二人の結婚式。なんだかんだでいろいろありはしたが、二人の門出を祝いたかった。






　ホテルに着き、スタッフ用専用口から施設内に入った加乃は、ブライダル部のオフィスがあるフロアに向かっていた。この分なら業務開始時間にも間に合いそうだ。あとは様子を見て、例の二人の控室に挨拶に行けば……。

「加乃」

　名を呼ばれ、物陰から伸びてきた手に腕を掴まれた加乃は、驚いて叫びそうになるのを堪えた。その者の服装がフロントマンの制服だったからだ。

「な、何!?　いったい……？」

　誰、と考えるまでもなくやはり彼だった。昨日、まったく連絡一つ寄越さなかった薄情な恋人だ。

　とはいえ、きっと、昨夜何か事情があって連絡できなかったから、こうして来てくれたのだろう。加乃が毎朝このルートでオフィスに向かうのは彼も知っている。

（この時間なら、ＳＮＳのメッセージのほうが良かったんだけど……）

　会えて嬉しいと思うよりも、「いきなり腕掴んだら危ないじゃない」という気持ちが先に立ってしまい、内心複雑になる。

　恋人同士なら、甘やかな態度で応えるのもありなのかもしれない。けれどここは社会人。オンオフ、どんなに「真面目か」と言われても公私の区別はつけるべきだと思っている。昨日今日働き出した学生ではないのだし。

　それに人気ひとけがないとはいえ、二人がいるところは公共空間。パブリックスペースには違いなく。ホテルスタッフ同士が気安く話して良い場所ではない。

　不意打ちのように彼が現れたので、出勤途中だということを忘れそうになったが、そもそも自分は今とてつもなく急いでいる。遅刻がかかっているのだ、一分でも一秒でもここで時間を取られるわけにはいかない。

　だから、せっかく会いに来てくれたのに悪いけれど、と加乃は大人の分別に則る。

「あ、あのっ。昨日のことはその、またあとで……。すみません、遅刻しそうなので……」

　加乃が申し訳なさそうに口調に気をつけながら言うも、彼はむっとしたように口もとを歪ませた。

（いったいどうしちゃったの？）

　普段の穏やかで頼れる先輩はいったいどこへ、何が気に入らないのか眉間に皺がいっそう深く刻まれる。腕を掴む彼の手も緩まることなくそのままだ。

　連絡をしなかったことを埋め合わせるために待っていてくれたのに、それを聞かず先を急ごうとしたから気分を害したのだろうか。

　窺うように彼を見ると、唇を震わせていることに気づく。

「どうしたの？」

「……お前とは結婚できない」

「は？　なに、突然。結婚、できな……？」

　ようやく言葉を発したと思えば、何だそれ!?

　聞き間違いか――と加乃は前に立つ恋人のはずの男を瞬きも忘れて見詰めた。

「ああ、お前とはこのままでは結婚できない。昨日、お前のところの課長から聞いた。お前、チーフの内示もらったんだってな」

「う、うん。でもその話は……」

（課長!?　何話しちゃってるの？　人事の発表はこれからで――って、チーフ昇進と結婚に何の関係が!?　いや、このままでは、って言った？）

　加乃にはもう意味がわからない。まだ正式な辞令が出ていないうちから、いくら二人の関係を知っているからって、彼に話してしまう自分の上司にも呆れてしまう。

「お前がチーフを辞退するなら、結婚も考える」

「だから、その話は……」

（ここでプライベートな話はやめてよ――って、え？）

　内心で叫びながら、聞き捨てならないことを耳にして加乃は目を見開く。

「チーフを辞退すれば結婚!?　なんなの、それっ!?」

　おかしくないか、その考えは。

　加乃は、ここがパブリックスペースだということも忘れて声を上げた。

「当たり前だろ!!　妻が夫よりも役職が上になるんだぞっ。そんなみっともないことできるかっ!!　それも俺よりも三つも年下のくせにっ」

「はぁ!?」

（それって当たり前なの!?）

　確かに彼には、肩書はまだない。ないが、これはどう返せばいい？　だから辞退って!?

「どうせ、上に媚び売って取り入ったんだろうが。お前口だけは上手いからな。だいたいな、何かっていうと仕事が忙しいと言って俺が休みのときに会えない。仕事と俺とどっちが大事なんだ!?　もう我慢できないっ!!　少しは俺を立てるとかないのか!?　可愛げがない女だ!!」

「なっ」

（可愛げがないって――もう、支離滅裂すぎて意味不明よ）

　余りの言われように付いていけず、加乃は口をあんぐりと開けて呆然とする。

　彼ってこんな人だったの？　いつも穏やかで話を聞いてくれて、仕事上の失敗や悩みを相談すれば、最後に励ましてくれた。だから一緒にいて心休まる人だと思っていたのに。まさかこれが本音だったとは……。

　加乃は嘆く。自分の男を見る目のなさにも嘆く。

　仕事でいろんなカップルを見てきて、それなりに男女の機微もわかっているつもりだった。

　けれど実際はこの様だ。要は自分のこととなると、何かのフィルターやエフェクトがかかり、現実が見えていなかったということだ。百年の恋も冷めるというか、目が覚める勢いだ。

　今まで何をしてきたんだろう。まともに会えないと言われても、ホテルフロントとブライダル部、就いている業務がまったく違うし、当然休日やシフトだって違う。だからそれを埋めるべく、都合できる時間は彼に合わせてきたつもりだった。

　加乃の脳裏に走馬灯のように彼と出会ってからのことが浮かぶ。「あはは、うふふ」と楽しかったはずの日々が、空々しく思い出され虚しくなった。

「おい、何とか言えよ、加乃。図星指されすぎて、言葉がないってか？」

　言葉をなくし立ち尽くしていた加乃を、無視しているとでも思ったのか、焦れた彼にスーツの襟を握り込まれた。

「――っ!?　はな――っ」

　お陰で掴まれていた腕が自由になったが、問題はそこじゃない。

　加乃は身長差で引っ張られる苦しさをどうにかしたくて、つま先立ちになる。

「見ていて気分の良いものじゃないな。女性が男に胸倉を掴まれているのは」

　それは、突然だった。

　え？　と加乃は、以前どこかで聞いた憶えがある声に驚き、なんとか声が聞こえたほうに顔を向ける。

　三メートルほど離れたところに、ホテルの利用客とわかる男が立っていた。ジャケットを腕にかけ、白いシャツに濃色のスラックスの男は、いったいいつからいたのか、こちらを見据える眼差しは冷ややかだ。嫌悪すら窺える。

（なんでこの人が、ここにいるの!?）

　男を見止めた加乃は、息苦しさも忘れてパニックを起こしそうだ。

「ちっ」

　彼が舌打ちとともに加乃から手を離すのと、踵を返したのはほぼ同時だった。

（ええっ!?　行っちゃうの!?）

　彼は加乃を顧みることもなく足早に離れて、あっという間に視界から消え失せる。

　加乃とてなかったことにできるなら、全速力で逃げ去りたかった。しかしそういうわけにもいかない。何せこの男とは、以前一度だけとはいえ会ったことがあるのだ。

「酷いな。君を置いて行くなんてな。――大谷さんだったな」

　どうやら男も、加乃を憶えているようで、名字をはっきり口にする。

「お見苦しいところをお見せしてしまい、申し訳ありません。蔦原様」

　喉を押さえ、ぐっと込み上げてくるものを嚥下した加乃は、なんとか冷静を装うと、近づいてくる男――蔦原正真に頭を下げる。ここで取り乱すわけにはいかない。

「まったくだ」

　蔦原に端的に返され、加乃の脳裏には、最悪のケースが浮かぶ。

（普通に考えても気分悪いよね）

　ホテルスタッフの諍いさかい、しかも男女の。こんな場面を今日挙式するクライアント――花婿に見られたのだ。まったくおめでたい日の朝だというのに、何たること。縁起悪すぎ。

　蔦原がホテルにクレームとして挙げれば、せっかく内示のあったチーフ職の取り消しも充分考えられる。

「そうだな、少し付き合ってくれ」

「は、はい」

（付き合ってくれって、話があるってことよね）

　おそらくは、今目にしたことだろう。

　時刻は九時十二分。遅刻は確定。その上ブライダル部のオフィスに連絡をしていないから、無断だ。

　しかしこの状況。ここで優先すべきは、クライアントだろう。

　否と言えるわけがない加乃は、歩き出した蔦原に続く。

　エレベーターで階を上がり、向かった先はエグゼクティブラウンジだった。スイートルームなどを利用する上級客専用のラウンジだ。

「今朝、出張先からこっちに戻ってきたところでね、まだ目覚めの一杯を飲んでいないんだ」

「――では昨日は当ホテルにお泊りにならなかったのですか」

　オーダーを取りにきたラウンジスタッフにコーヒーを二つ頼んだ蔦原に、加乃は当たり障りのない話題をと思い、訊ねた。予定では挙式の前日から宿泊となっていたからだ。

「向こうは泊まったみたいだがな。こっちは、ともかくずっと仕事が立て込んで時間がない」

　ようやく今日一日を確保できたのだと溜め息混じりで話す蔦原は、とても今から結婚式を挙げる花婿には見えない。

　加乃は内心戸惑いつつも、明るい未来を思い起こさせるよう、花嫁から聞いていたスケジュールを口にした。

「新婚旅行はハワイに行かれるんでしたね。そこでまたお式を挙げられるとか」

　加乃がプランニングしたのは今日の挙式披露宴まで。その後の新婚旅行については、花嫁から聞いた話になる。

「らしいな。まあ、半月後の話になるが」

　えっとそれは、挙式後すぐハネムーンには行かないと？　いやいや、その前に「らしい」って何？　ずいぶん他人事に聞こえる。

　加乃は、以前花嫁と花婿が揃って打ち合わせに来たときの、あの温度差をまた感じてしまう。

　そんなことを考えているなんて、もちろんおくびにも出さないが、余りにも間が持たない。

　コーヒーが運ばれてきて加乃は、一先ずほっとする。そして蔦原がコーヒーカップに口を付けるのを確かめてから、自分も前に置かれたカップに手を伸ばした。

（……落ち着かない）

　香り好いコーヒーは、本来なら一息つけるところなのに、なんなのだ、これは。

　そもそもどうして自分はラウンジで、クライアントの蔦原と向き合ってコーヒーを飲んでいるのだろう。付き合うよう言われたからではあるけれど、冷静になって考えてみれば、おかしくないか？　いくら突然絡んできた恋人のせいで、狼狽えていたとはいえ。

　蔦原はクライアントだ。しかも今日式を挙げる花婿なのだ。担当したブライダルコーディネーターとはいえ、ここに二人でいて良いのだろうか？　花嫁と違い花婿は、それほど準備に時間がかからないにしても……。

「あの……、蔦原様……」

「ん？」

　ぴくりと眉が僅かに動き、蔦原が加乃に目を向ける。

「あの、そろそろ控室のほうへ行かれてはどうでしょうか。花嫁様もお待ちになられていると思いますし」

　てっきり恋人とのトラブルを見た蔦原が、何か思惑があって同行させたのかと考えていたが、そんな話はなく。もしかして、ただ本当にコーヒーが飲みたかっただけだったら、疑って悪かったと、加乃は営業用スマイルを貼り付ける。

「十時までに来てくれと聞いていたが」

「今から向かえば、ちょうど良い頃合いかと」

　挙式は十二時から。披露宴は十三時からだ。挙式の前に写真撮りもあったはず。写真は前撮りとして事前に済ませるケースもあるが、蔦原の場合は、彼の仕事の都合がつかないという話で、当日撮りとなっていた。これが十一時から。

　現時刻、九時四十一分。花嫁はもう支度に入っているはずだ。

「そうだな。まあ、さっきのことは黙っていてやる。一つ貸しな。彼女の昇進を喜んでやれない狭量な男が逆上して詰め寄る場面に居合わせるなど貴重な体験だ。しかもそんなくだらない理由で結婚しない、なんてな」

「うっ」

　ほとんど全部見られていた加乃は、蔦原ににやりと目を細められて息を呑む。

「一つ、貸し、ですか？　貸しなどと言われましても、返せる気がしないのですが」

　蔦原はクライアント。今日の式が終われば、終わってしまう関係だ。なのにどうしろと――……。

「そうだな、うちの会社にこないか？　これでも人を見る目はあるつもりでね。君はなかなか営業に向いていると思う」

　こういう場でなければ嬉しい言葉だったろう。だが、人を見る目と言われても、だったらあの花嫁はどうなのだと、ざわりとするものが加乃の胸の内をよぎる。

「わたしなどを過分に評価いただきありがたいのですが、今の仕事を誇りに思っていますので」

「だろうな。前に話したときも思ったが、君を引き抜くのは難しそうだ。だが、あの男はやめておいたほうが良いな。つまらなすぎる」

「それも、人を見る目ですか？　――っ、すみません失礼を」

　つい皮肉っぽい口調で返してしまい、加乃は慌てる。

「いや、俺の見る目を疑いたくなるのもわかる。何しろあれだからな」

「何のことだか。では蔦原様、そろそろ参りませんか？」

　蔦原の自嘲めいた物言いから花嫁のことだと思ったが、同意を見せるわけにはいかず、加乃は笑みを深くする。

　自分はプロのブライダルコーディネーター。クライアントのために精一杯務めるだけだ。

「良いな、君は。だからなおのことヤツにはもったいない。いっそ俺の嫁にしたいくらいだ」

「お戯れが過ぎます。質たちが悪いですよ。今のは聞かなかったことにします」

　ここはしっかりと否定して釘を刺す。下の一般ラウンジに比べ人は多くないが、誰が耳にするとも知れないのだ。冗談でも花婿に挙式前に口説かれるなど、あってはならない。

「つい口が滑ったな。妙な時間に思いもしなかった君に会ったから。ましてや男に襟首を掴まれてるところに」

　これも受け流す。真に受けてはならない。

　だいたい蔦原も表情を隠すように軽く握った手を口に当てていて、冗談だと知れる。

「蔦原様――あ、申し訳ありません」

「ああ、俺も電話のようだ」

　偶然にも蔦原と同時に着信した加乃は、スーツのポケットに入れていたスマートフォンを取り出すと、上司からの電話に出る。

「大谷です。はい、ホテルには――え……？　ええっ!?」

　それは、青天の霹靂。余りにも想定外。花婿に口説かれかけたことなど吹き飛んでしまう。

（なんだって、こうも次から次と!!　ここまできて!!）

　加乃は顔を引き攣らせる。さすがにこれは、何もなかったような表情は作れなかった。

　見れば蔦原も、眉を寄せて厳しい顔をしていた。どうやら電話の内容は同じらしい。

　通話を切った加乃は、コーヒー代を自分付けに伝票の処理を済ませると、蔦原とともに花嫁の家族が待つ控室に急ぐのだった。






　花嫁の控室には、加乃の上司、ブライダル部統括アシスタントマネージャーの課長と同世代と思しき中年のモーニングの男と留め袖の女が、落ち着かない様子でソファに腰かけていた。花嫁の両親だ。

「どういうことですか。説明してもらえますか」

「こっちだって寝耳に水だ。蔦原君こそ、娘に何かしたわけじゃないだろうね」

　部屋に入ってきた蔦原を見るなり、父親が苦虫を噛み潰したような顔をした。

　蔦原の眉間に皺が刻まれるのを目の端に留めた加乃は、部屋の隅で上司から説明を聞く。

「課長、いったい何があったんですか？」

「花嫁がいなくなった」

　それは電話で聞いた。挙式直前で花嫁がいなくなるなどふざけた事態に、ブライダルコーディネーターとしても困惑を隠せない。どう対応すべきかと考えるまでもなく、まずは当事者の捜索だろう。

「何か事件に巻き込まれたとかは」

　加乃が咄嗟に思ったのは誘拐だが、それにしては花嫁の両親の態度がきまり悪げだ。

「そういった事件の可能性は低いそうだ。まあ書き置きが書き置きだからな」

「書き置き？」

「父親が持っている。ああ、花婿に見せているあれだ」

　上司にそう言われ加乃がちらりと目を走らせると、蔦原が花嫁の父から受け取った白い用紙に目を落としていた。

　いったい、何が書かれているのだろう。蔦原の表情が、ひくりと強張りを見せる。

「――ほう、『真実の愛のために結婚式はできません。さがさないでください』か」

（え!?　なにそれ。捜さないでって、花嫁は自らいなくなったってこと!?）

　控室にいた誰もが口を閉ざし、気まずげに静まり返る。加乃もその一人となった。

「つまり彼女は、俺と結婚するのが嫌になった、いや、もともと結婚などする気はなかったということか」

　蔦原は淡々とした声で続け、父親の胸もとに用紙を突きつける。

「そんなはずはない!!　娘はずっと結婚を楽しみにしていた。ドレスも作ったし、いろいろと準備をしてっ!!　あ、そ、そうだ君っ!!　ブライダル何とかと言う担当者!!　そうだろ？　娘は結婚を嫌がってなぞいなかったな!?」

　父親に、いきなりびしっと指をさされた加乃は、面食らいはしたが頷く。

「は、はい。そんな様子はなかったかと」

　嫌がってはいなかったと思う。来店されるたびあれこれと振り回された記憶しかないが、どちらかと言えば、花婿の蔦原のほうが結婚に対して消極的だったような……？

　けれどこれは推測にすぎない。花嫁に比べて花婿が寡黙だったから、そう感じたまでのこと。

（結婚するのが嫌になったって――ていうか、もともとする気がなかったって言ったよね）

　蔦原が放った言葉をそのまま受け止めるなら、打ち合わせに費やしてきた約半年もの間、自分は花嫁の何を見てきたのだろうかと考えてしまう。

「ならこれはどう説明するんですか？　この書き置きのことは」

「わ、私は知らん。おい、お前、どうなんだっ、何か聞いていないのかっ!?」

「私だって、知りませんよ。今朝だって昨夜だって、いつもと変わらなかったもの。ウェディングドレスを着るのが楽しみだって言ってたんですから」

　父親が詰なじるように問うと、母親も言葉を荒らげて返す。二人とも動揺しているのが見て取れた。

「課長、花嫁は捜しているんですよね」

　加乃はこそりと上司に小声で訊ねる。

「花嫁側の親戚が一人捜しに出ているが、芳しくはないな」

　花嫁の不在に気づいたのが九時半ぐらい。おかしいと思い始めたのが十時頃。

　部屋の時計が十時二十分を示す。写真撮りまであと四十分。

　時間までに見つかるだろうか。それよりも、こんな状況の中、予定通りに挙式するのだろうか。

「課長、十一時からの写真撮りは日を改めることもできますが、十二時からの挙式は延期できません。着付けの時間を考えて、リミットは十一時です」

　数分程度なら遅らせることもできるが、そもそも親族や友人が立会人として参列し、教会で愛を誓うのだ。花嫁がいないと始まらないどころか、そもそも成立しない。

　まあ、イザとなったら立会人には事情を話して、挙式を飛ばし一気に披露宴というワザもなくはない。それなら、開始予定の十三時まで猶予ができる。

　もっとも「さがさないで」と姿を消した花嫁が見つかったとして、気持ち的に式次第に臨めるのだろうか。

「そうだな、大谷さん。頼むよ、その辺上手い具合に伝えてくれ。僕はさ、口下手だから。君、担当だろ？」

「はい？」

　明らかに面倒を押し付けようとしている上司に言われて、加乃は瞬きを数回繰り返す。

（これって「長」の肩書を持つ課長がすべきことよね？　チーフの内示はされてもまだヒラッヒラの平社員である私の仕事ではないと思うのだけど？　それに口下手って。その割にはヤツに余計なことを言ってくれましたよね？）

　それが、上司が部下に言うことか――と、加乃は背を向けて顔を引き攣らせる。

　だがこうしている間にもいたずらに時間は過ぎていく。

　上司に目を遣ると、気まずげに拝まれた。

（使えない。うん、知ってたけどね）

　気が良く、平時においてはそれなりに頼れる上司だが、こと有事において及び腰になるのは、加乃が配属されて六年の間に幾度か見てきた。

（仕方がない、ここは心を鬼にして――）

　最悪の事態も視野に入れた対応をしたほうが良い。花嫁が見つかれば良し。そのまま式ができればなお良し。

　加乃は小さく首を振ると、上司を尻目に部屋の中央に歩み出た。そして対峙している花嫁の両親と花婿――蔦原の横から、申し訳なく声をかける。

「お話し中、大変心苦しいのですが、これからのことを確認させていただけませんか？」

「確認だと？　それどころじゃないんだ、こっちは!!」

　噛み付くように父親に言われるが、それどころではないのは加乃たちも同じ。

「はい、もちろんご家族様のお気持ちは充分承知しております。ですが、あと一時間と少々で当ホテル内にある教会にてお式となります。十一時から予定しておりましたお写真撮りは後日改めるとしましても、そろそろお式にご招待したお客様もいらっしゃいますし、もしもの際は事情を当方でお伝えすることもできますが」

　暗に「進退をはっきりしてくれ」と含ませて話す。

「おい、何言ってるんだ!?　こっちはそれどころじゃないと――」

「式は挙げる」

　喚く父親を意に介すこともなくきっぱりと言い切った蔦原を、加乃はつい凝視した。

　そうは言っても、戻ってこなかった場合はどうするのだろう。いや、そのときは教会の前で集まってきた立会人に誠意を込めて説明するだけのこと。

　それくらいやるけど、と加乃が考えていると、蔦原の一言が琴線に響いたのか、父親が感極まった顔を見せた。

「蔦原君、君は娘をそこまで――」

　だがすぐに現実を突き付けられる。

「勘違いしてもらっては困ります。あなたには学費の援助や起業するときの融資などスポンサーになってもらったという恩がある。だからこれでその恩が返せるならと令嬢との結婚を了承した」

　蔦原はいっそう冷ややかな眼差しで父親を見据える。

「――くっ。私は、若いながらも君のその才能、手腕を買ってるんだ。娘との結婚も自他ともに私の後継として認めさせるためだ。娘だってそれは納得していた」

（清々しいほどの政略結婚じゃないの。納得していたって言ったって、実際はいなくなっちゃったわけだし。あ、もしかして――？）

　少し遠い目になった加乃は、まさかと思いつつもある考えが浮かぶ。

　あの花嫁の暴走っぷりは、意に染まない結婚を強いられたことへの抵抗だった？　両親が娘の好きなようにさせてやってくれと言ったのも、そんな後ろめたい事情があったから？

（でも、当日はやめてほしかった）

　きっとぎりぎりまで考えて、悩んでのこと……だったとしても。

「――俺もそれなりに成功を収め、今はあなたほどではないが立場のある身です。このままキャンセルしたら、面目が立たない。当日、花嫁に逃げられたなどみっともない呼ばれ方はされたくないですからね。まあそれよりも今日の結婚式を楽しみにしてくれていた祖母のために式は挙げます」

（祖母？　おばあ様に見てもらうために式を挙げるの？　蔦原様はおばあちゃん子……）

　言ってることは無茶苦茶だが、加乃はその意外な一面にきょとんとする。もちろん表情には一ミリも出さないが。

「だから、花嫁を立ててもらいたい」

　しかし続いた言葉は余りにも衝撃で、呆けたように口を開ける。

（はい――!?　えっ、えっ!?　待って!?　おばあ様に見てもらいたいからって、本気!?）

「蔦原君、それは――」

　父親も驚きが過ぎたのか、言い淀む。

「今日を乗り切ればそれでいいんですよ。結婚してすぐ離婚したことにすれば問題ないでしょう――どうですか？　そちらに、花嫁の代役ができそうな女性がいますか？」

「いませんよ、そんな都合よく。うちは娘一人なんです。親戚にだって似たような年頃の子は」

　父親と顔を見合わせて、「あとは娘の友達ぐらいしか」と母親が答える。

「彼女の友達はまずいでしょう。事情を知る者は少ないほうが良い」

　淡々と告げる蔦原の言葉は、花嫁に代役を立てることが決定したも同じだった。

　しかし、誰を代役にしようと言うのか。事情を知る者は少ないほうが良いというのは、わかるのだけど――。

「差し出がましいのですが、代役などいささか乱暴なのでは」

　花嫁を見たら、別人だとすぐにばれてしまうではないか。自分が口を挟む立場ではないのは承知しているが、蔦原の案を良しとは思えず、加乃は横から割って入る。

「教会で宣誓して、披露宴では黙って座っていれば良いんだろ」

　なんていい加減な認識、と思ったが所詮花婿側などそんなものなのかもしれない。結婚式では花嫁が中心になって輝けるように演出するのがブライダルコーディネーターの役目である。

「それに、招待した客のほとんどは、ビジネスで付き合いのある者ばかりで、どうせ彼女の顔を知らない」

「あ……」

　言われて加乃はぴんとくる。打ち合わせで招待客ゲストの席順を決めていたとき、父親の仕事関係だという来賓が多いと思ったのだ。

　結婚は家と家を結ぶもの。それも間違いではないけれど……。

（だとしたら、花嫁の顔を知る人はいない？　誤魔化せる？）

　ここまでわかってくると、幸せになるはずの結婚式が親と花婿の都合で踏み躙られているようで、花嫁に同情したくなる。

（……蔦原様って、こんな人だったんだ）

　加乃の中で、「おばあちゃん子」という事実でアップした蔦原への好感度が一気に下がった。

「で、誰を代役にすると？」

　父親が吐き捨てるように言った。

　蔦原が「そうですね」と部屋に居合わせた者を順に見る。

　ここにいるのは花嫁の両親とあとはブライダル部の関係者。美容スタッフとスタイリスト、介添人、そしてコーディネーターの……。

　それに気づいたときは、蔦原に距離を詰められていた。

「蔦原様……、あの……」

「早速だがさっきの貸し、返してもらうぞ」

（そんな――）

　どこか楽し気に、否応なく悪い顔で言われた加乃は、がくりと項垂れた。

















【二章】結婚がすべてではないと嘯くも、人生において難題であることに変わりはない












　大安の日曜日で、すっきりと晴天。これ以上なく結婚式日和となった今日の挙式は五組。

　長針と短針がぴたりと重なった十二時。カランカランとチャペルの鐘が鳴り響き、本日二組目の挙式が始まろうとしていた。

（まさか、このわたしが結婚式なんて）

　白を基調とした神聖な空間。天窓からは柔らかな陽の光が降り注ぎ、パイプオルガンが厳かに賛美歌「いつくしみ深き」を奏でている。

　ウェディングドレスを纏った加乃は、花嫁の父――さっき顔を合わせたばかりのまったくの他人に腕を預け、参列席の間をゆっくりと慎重に歩いていた。

　目的地は前方中央、十字架を掲げた聖壇の前にいる花婿の左隣。

　ベールを深く被っているので、顔を見られて周囲に花嫁が別人と気付かれていないことにまずは安堵する。

　ならば今のうちに少しでも強張る表情筋を和らげようと、加乃は三日月を伏せたように目を細め口角をくいっと上げて笑顔を試みる。

　このままベールアップしたときに、緊張の余り引き攣りまくった顔をさらしたら、うちの広川ひろかわ歩美あゆみを始めとした美容スタッフに申し訳が立たない。何しろ彼女たちはこんな状況の中、最高の仕事をしてくれたのだから。

　小柄ながらメリハリのある体型の花嫁に用意されたプリンセスラインのオーダードレスは、スレンダーとはいえ確実に花嫁よりワンサイズ大きい体型の加乃には、補整下着インナードレスで引き締め頑張っても限界があり、急いでスタイリストがドレスサロンから、ぴったりのＡラインを見つけてきた。

　こんな突然のアクシデントにも関わらず、彼女たちは持てる技術を遺憾なく発揮し、安定のチームプレイで一世一代の花嫁御寮に仕上げてくれたのだ。

（ここまできたらやるしかないのよ）

　一歩一歩と歩みを進めながら、加乃は気弱になる心を叱咤し、胸の内に蟠わだかまる諸々の感情を抑え込む。

　そうして何とか心の内に折り合いを付けて身代わり花嫁となった。まったく、「なんでこんなことに」「いったいわたしが何をした!?」と今だって思っている。

　控室で指名されたときも「代役なんて無理」と抗ってみたが、にやりと人を食った顔付きになった蔦原は、当然のように聞き入れない。貸しを返せと言われたら、拒否できるはずもなく。

　今朝の恋人との諍いは、加乃にしてみればどんなに理不尽でも、端から見れば、ブライダルコーディネーターが男と揉めていたとしか言いようがないわけで。

　それを客蔦原に目撃されたのは、由々しき問題に違いなく。

　黙っている代わりに貸しとされてしまったのだ。

　けれどそれは、無闇にことを荒立てないための、その場限りの方便のようなもの。あとに続けた引き抜きの話にしても、決して本気にすることのない言葉の綾みたいなもので、そうとわかるからこそ話に乗り、冗談として流した――はずだった。

（なのに、どうしてこうなった――……）

　図らずも、引き抜き話からの流れで蔦原が宣のたまった「俺の嫁にしたい」が、仮初めながら叶ってしまったのだけれど。

　ほらそこ!!　いつの間にか黒の礼服に着替えて何食わぬ顔で花嫁側の参列席に座っている上司!!　本来なら部下に丸投げする案件じゃないでしょ!?　わざとらしくハンカチを取り出して目を押さえてないで!!

　と、加乃は横目で睨み付ける。

　ほかにもこの花嫁の父。本来ならヴァージンロードは実の娘と歩くもの。その肝心の娘がいなくなったというのに、どうしてこんな茶番に付き合えるの？　ここは責任もってキャンセルにすべきじゃないの？　当日のキャンセルは百パーセント負担だから、式をやってもやらなくても料金的に変わりはないけど――ってそうじゃなくてっ!!

　一番の困り者はあの男――。

　加乃は、前方にいる花婿蔦原に視線を向ける。白のタキシードをとんでもなくカッコ良く着こなして、「これぞ花婿」とモデルのような優し気な――いや笑顔ではない。能面のごとく取り澄まして、花嫁の到着を待っている。

　衣装に着替えた蔦原を見たとき、どういうわけか加乃は意味不明に胸が苦しくなった。すぐに普通に呼吸ができたから、大したことないと思うけれど。

　そうやって考えている間に、加乃は蔦原のもとまでくる。

（何澄ました顔で見てるのよ、まったくもうっ!!）

　花嫁の父から腕を抜き、蔦原が差し出した手を取った加乃は一緒に聖壇の前まで進み、神妙に頭を下げつつ左右の最前列の参列者を窺った。

　花嫁側は当然両親で、二人の顔からは緊張が見て取れた。

　それも仕方がないだろう。挙式をするはずだった愛娘は姿を消し、大人の事情で挙式続行、用意された代役のために、幸せな花嫁の両親を演じなければならないのだから。

　そして花婿側は黒留袖の小柄な老女が一人。蔦原の祖母だろう。嬉しそうに笑みを浮かべ、目もとを何度もハンカチで押さえている。胡散臭さを感じてしまったどこかの上司とは大違いだ。

　祖母のために挙式すると言った蔦原の事情も簡単に聞いた。

　両親を早くに亡くし祖母に育てられた彼は、ほかに頼れる身内もなく、なかなかの苦労人だったようだ。事業に成功しても、「幸せは家庭にある。早く結婚して安心させてほしい」と言う祖母のために、ちょうど紹介された恩人の娘と結婚することにしたのだそうだ。

　それが、あの花嫁。只今絶賛行方知れず中。

（おばあ様のために挙式をキャンセルしなかったのはわかったけれど……）

　なんだか違うような。まるで詐欺師の片棒を担がされている気もしないこともなく。

　孫の幸せを信じて涙ぐんでいる祖母を目にしたこともあって、居た堪れない。

　パイプオルガンがやみ、それを合図に参列者が起立した。今から、先ほどより奏でられていた讃美歌の斉唱だ。その後は、牧師の聖書朗読になる。結婚に対するありがたい教えを朗読して、神に祈りを捧げるのだ。

　加乃は、隣に立つ男に気取られることなくそっと溜め息を吐く。

　チャペルでの式次第は当然頭に入っているが、実際にやるのはまた違うものなのだ。大丈夫だろうか。この局面を乗り切ったとしても、まだ披露宴だってある。正直、逃げ出したい。

（もう、デモンストレーションか何かと思うしかないわね）

　これはブライダルフェアの一環。周囲はただの見学者――。

　それならぶっつけ本番でも、なんとかやれそう。前にブライダルフェアの挙式実演で、花嫁役をやったことがあったからだ。

　あのときも急なことで、挙式体験を予定していた一般公募のカップルが諸事情――人生いろいろ、どうやら直前で破局したらしい――で来れなくなり、しかしフェアに来ていただいているほかのお客様の手前、穴を開けるわけにはいかず、案内係として会場に詰めていた加乃に花嫁役が回ってきたのだ。

（そうだあのとき……）

　見学者の中に休憩中だった彼の姿を見つけた。二人が付き合い始める少し前のことだ。それからすぐに交際を申し込まれたのだった。

　その理由が、加乃が演じた花嫁の横、つまり花婿が彼の同期だったらしく、取られたくないと思ったとかなんとか――……。

　加乃の脳裏に、今朝の遣り取りがよぎる。

　一方的に言い募って、結婚できない宣言してくれた恋人――いや、もう「元」だ。まさか彼が、彼女の昇進を喜べない狭量男だったとは。

　おそらく今までこれといって、波風が立つこともなく穏やかに関係を重ねてきたから、知らずに済んでいたのだろう。日々の仕事の中、彼の温和な雰囲気は加乃にとって癒しでもあったから。

　けれどすべて上辺だけの紛いモノ。実際は、自分本位の自己チュー男。

　例え三十路を迎える前に結婚する夢が潰えたとしても、あんな男とは結婚なんて無理。絶対無理だ。

　何が「妻が夫よりも役職が上になるんだぞっ」だ。だったらこっちに昇進辞退しろという前に、そっちが出世すれば良いだろうが。チーフと言わず、さっさとその上の課長補佐にでもなりやがれ。

　それに、蔦原に貸しができた根本。もともとの原因は、あの男のせいではないか。あの男さえ絡んでこなければ……。

　今朝のことで充分幻滅していたが、加乃の恋心はさらに冷めて元恋人の評価がマイナス値を更新していく。蔦原よりも人を見る目のなかった自分の不甲斐なさに悔しさを覚えて、つい奥歯に力を入れて噛み締めた。

（ったく!!　何あんなヤツのこと思い出してるのよっ!!　……え？）

　蔦原の左腕に添えていた右手が、まるで落ち着けと言わんばかりに撫でられていた。

　どうやら、奥歯だけでなく無意識に腕にも力が入ってしまっていたようだ。

　ちらりと右上方に視線を走らせると、花嫁を気遣うように蔦原がこちらを見ていた。

（意外――、自分の都合を優先して周囲はお構いなしの冷血漢だと思ってたのに、気付くんだ……うっ）

　加乃は突如また、今度はきゅっと喉が詰まるような苦しさを覚え、慌てて視線を戻す。

　やはり遅刻だと急ぐ余り、朝食を取れなかったせいでどこか具合が悪いのだろうか。そういえば胃に入れたものは、蔦原とエグゼクティブラウンジで飲んだコーヒーだけだ。もう昼も過ぎたし、何か食べたほうが良いと思うが、さすがにこの状況下では食欲はなかった。

「では誓約を」

　加乃は、牧師の声にはたと我に返る。

　気付けば聖書の朗読は済み、挙式における重要コンテンツの一つ、牧師の問いかけに花婿花嫁が答えるあの場面がきていた。

　牧師が蔦原に問いかける。

「汝、蔦原正真――」

　よく知るシーンだ。病めるときも健やかなるときも、互いを想い合って愛することを誓う。答えはもちろん――……。

「誓います」

　蔦原が答える。抑揚がなく硬い声で。

　ここにいる事情を知らない人たちは、蔦原の声が硬いのは、緊張の余りと思うのだろう。若くして成功を収めたＣＥＯでも、こういうときは気が張り詰めるのだと。

（事情を知らない人たち……か）

　これはやらせ。誓いは嘘。自分は花嫁の代打、身代わり。

　愛を誓ったところで意味はなく、蔦原に会ったのも今日で二度目。元より二人の間には何もない。

　そんなことを考えていたら、またも加乃は体に違和感を覚えた。胸の奥がしくりと痛む。

（余計なこと考えていないで、次はわたしの番よ）

「では――」

　今度は加乃が答える番だ。牧師には代役の話は伝えてあった。

　牧師が本来の花嫁の名で、蔦原への問いかけと同じく誓約の言葉を口にする。

「……はい、誓います」

　加乃は、声で別人であることが参列者にばれないよう、小声で答える。

「結婚の誓約として指輪の交換を」

　次は指輪の交換。これも重要コンテンツ。

　牧師の言葉でセレモニースタッフが、ビロード張りのトレイに載せた一組のマリッジリングを持ってくる。そして花嫁に付き添ってお世話をする「花嫁専用の黒子」ともいうべき介添人、ブライダル部の同僚沢野さわの玖美くみが加乃から嵌めている手袋を外し、ブーケを預かった。

　向き合い、指輪を手にした蔦原が、加乃が差し出した左手を取る。

　そして悲劇は起こる。指輪が入らない。

　蔦原を窺えば、彼は眉間に皺を寄せて、僅かに目もとを引き攣らせていた。きっと指輪が入らないことが信じられないのだ。

（そりゃ、そんな気はしなくもなかったけど――つぅ）

　痛みで加乃はつい顔を顰める。ベールがあって良かった。

　当然考えられることなのに、事前に蔦原に知らせられなかったのはこちらのミスか。

　何せ指輪は元の花嫁の指に合わせて作られたモノだ。力任せに嵌めようとして嵌まるものではない。ぐいぐい押し込んだところで無理。第二関節で引っかかってそれ以上入らない。

（向こうはお嬢様だものね。働いたことのない手をしてたし。それに例え本人でも、本番で指輪が入らないって、ままあるのよね。こういうときは……）

　プレッシャーやストレスで花嫁の指がむくんでしまい、サイズが合わなくなることは普通にあるのだ。つまりここで強引に嵌めなくてもいい。

　加乃は蔦原の手を右手でそっと押し留める。第二関節まで入った指輪が抜け落ちないよう注意しながら、何事もなかったように蔦原の左手を掴むと、彼の薬指に指輪を嵌めた。こっちは抵抗なくするりと収まる。

　そして控えていたセレモニースタッフから外した手袋を受け取り、さっさと装着した。これで指輪が途中までしか入ってないことを周囲に知られる不安はなくなった。

　再び蔦原を窺えば、どこか憮然としているように見えた。

　些細な変化に気付いた加乃は、蔦原をそんな表情にさせたことが嬉しくなる。なんだか良いようにされていた溜飲を下げられた。

　ブライダルコーディネーターとしてこれまでやってきたことはだてじゃない。結婚式で想定されるトラブルは対処法も含めて心得ているのだ。さすがに花嫁の代役までは考えたことなかったけれど……。

　加乃は少し胸がすっきりした気がして、ふっと口角を上げた。

　しかし、すぐに真顔になる。

（指輪の交換の次は……あっ）

　牧師を見れば、これまた心配そうな顔で加乃を見ていた。加乃が身代わりとわかっているからこそだった。

「……では、誓いのキスを」

　だからと言って、進行を変えるわけにはいかない。指輪の交換の後、花嫁花婿がキスをするのは、挙式の中で大いに盛り上がる見せ場だ。

（ええい、女は度胸よ!!）

　本来なら指輪交換のときのように向き合い、参列者からよく見える位置でベールアップするのだが、何せ顔を見られるのはまずい。

　蔦原もそれはわかっているようで、正面を向いたままの加乃に、回り込む形でベールに手をかける。

　これで参列者には、花嫁の後ろ姿しか見えない。それにこれなら、唇が重なっていなくても確かめようがないから、きっと大丈夫。

　ベールを捲られ、視界がクリアになった。

　目に映るのは花婿の姿。

　加乃は蔦原がまた悪い顔をしているのに気付く。

　そう、彼は目を細め薄い笑みを口もとに乗せていた。

（ここでするのは誓いのキスだけど……え？）

　顎を持ち上げられ蔦原の顔が近付いてくる。口付けをしているように見せなくてはいけないから、ある程度は仕方がない。

（ちょ、ちょっと、待って!?）

　まさか、本気!?　と加乃はどきりとする。キスはあくまでも振りのはずで……。

「――っ!?」

　そしてその懸念はすぐに現実となった。

　近付いてきた唇は頬や鼻先などではなく、狙い違わずというのか、加乃の唇に着地した。寸止めもない。ぷちゅっと柔らかな感触が唇に当たる。

（いやいやいやいや、ないでしょコレは!?）

　加乃は目を見開く。キスの経験がないわけではないが、ないないないこれはないっ!!　こんな至近距離に誰かの顔があるのは久しぶりだと思っている場合じゃない!!

　どうしたら良いのか加乃は惑う。花嫁がキスから逃れようとするのもおかしな話だし、変に抵抗して不審に思われるのも困る。

　けれど恋人同士でもないのにこんなキスは受け入れられない。

（こんな、こんな、こんなのって――もう、離れてっ!!）

　それでも一応代役を引き受けてしまった責任から、花嫁として抗議できず、せめて察しろと蔦原を睨み付ける。しかし彼は先ほどと違って気付かないのか唇を重ね続け、加乃の唇を啄み始める。

（いや、ちょっと……待って……）
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　誓いのキスはチュッだけで良い。チュッチュ、チュッチュしなくていいの――っ!!

　唇を盛んに食まれて擦られ、さすがに口内には入ってこないが舌でちろちろと舐められて、ぞわぞわと背筋に何かが這い上がってくるものを感じる。これはまずい。

「んんっ」

　口を塞がれて思うように息ができないこともあって、つい声が漏れた。

　蔦原越しに見えた牧師が気まずげに目を泳がせていた。この距離だと、さっきの声が艶を帯びていたことに気付いたかもしれない。

　羞恥を覚える中、加乃はせめてもの抵抗と顔を背けようとするが、意外にもしっかりと顎を掴まれていて動かせない。

（いい加減にしてよ!!　誓いのキスにどれだけ時間かける気よ!?）

　もう、変に思われても構わない。加乃は蔦原の胸に手をかけて押し返す。けれど、顔が背けられなかったのと同じく、蔦原の体はびくともしない。

　本当にこれ以上はまずいのだ。ぞくぞく感はさらに大きくなり膝に震えがきているのを感じて、眦まなじりに涙がせり上がってくる。

「あー、こほんっ」

　牧師が咳払いをした。それでようやく蔦原が離れる。

　牧師からストップをかけられるなど、ちょっと間抜けだが仕方がない。

　キスから解放されてほっとした加乃の耳に、参列者の呆れたように苦笑を漏らす声が聞こえた。長々と見せ付けられて後ろの人たちもいい迷惑だったろう。

　加乃は険のある顔を作って蔦原を睨む。しかしキスの余韻で蕩けかけている表情筋はすぐにふにゃりとして続かない。

　蔦原の唇に加乃の口紅の色が、移っていることに気付く。

（何か拭くものないかしら）

　ドレスの加乃に、ハンカチの類の持ち合わせはない。身近なところで蔦原の胸を飾るポケットチーフくらいだろうか。

　仕方がないと加乃は、こういうときはと近くに控えてくれている介添人の沢野にさっと目配せをした。

　慣れた様子で頷いた沢野は、さり気なく花婿に近付き小声で口を拭くよう告げて内ポケットから取り出した懐紙かいしを渡す。この、ティッシュやハンカチではなく風情のある懐紙を用意している辺りはさすがだ。

　蔦原が懐紙で口もとを拭ぬぐった。ぺとりと付いた紅を見て、彼は面白くなさげに目を細める。

（本当に何考えてるのよ、ったく）

　あれだけ念の入ったキスをしたら、口紅が付くのは当たり前だ。

　もっとも加乃も、蔦原の口もとを見て思い至ったくらいで、しているときは微塵も意識になかったのだけど。

　それだけキャパ一杯で、冷静さを欠いていたとも言える。

「それでは、結婚証明書にサインを」

　牧師の進行で、サインするための台が証明書とともにスタッフによって運び込まれる。

　これに法的効力はないが、証人として牧師の名も署名されるため、二人が挙式した証として記念になる。

　今回はやらせなので、ただの演出にすぎないが。

　結婚証明書に、蔦原が名を書く。少し右上がりの字だが、変に崩さずしっかりとした書体だ。

　次は加乃の番となる。代役なのだから、「大谷加乃」と自分の名は書けない。式後の披露宴でウェルカムボードと一緒に飾るはずなので、当然書くのは本来の花嫁の名前だ。

　だが他人の名を自分の名として書くのは、仕方がないとはいえ後ろ暗い。

　こんな思いをしているのは自分だけだろうな、と蔦原を横目で窺うと、加乃がしたサインに目を落とし、どこか憂いが見え隠れする表情をしていた。

　おそらく花嫁にそれなりに思い入れがあるからだろう。政略とはいえ結婚を考えた相手なのだから。

　加乃が見ていることに気付いたのか、蔦原がきまり悪げに目もとをひくりとさせ、「何見てるんだ」と言わんばかりに目を眇めた。

（ちょっとズルくない？　さっきの顔――）

　何事にも冷静沈着そうな蔦原という男。一瞬ながらまま見せる表情の変化に気付いてしまうと、次が気になって仕方がない。

　今度は何で変わるの？　眉間に皺を刻むのも口角を吊り上げて笑みの形にするのも、目を眇めるのも。喜怒哀楽と言うほどでもない僅かな変化だけれど、そこには彼の思いが覗いている。

　加乃は今日何度目になるのか、胸にしくしくとする微妙な違和感をまた覚えた。ギュウギュウなり、グワッシなり、もっとはっきりした変調ならわかりやすいのにと思う。

（わたし、もしかして……？）

　いやまさか、と胸の奥から浮かび上がってこようとした感情を「落ち着け」と押し沈める。これは吊橋効果みたいな、非常事態ゆえに起こるまやかしだ。

（まあ、多分……）

　蔦原が当初覚えた印象と違った面をたまに見せるから、案外イイ人なのかもしれないと、ちょっと錯覚したのだということにする。

　だいたいこの人の隣に立つのは、今日だけなのだ。披露宴が終わる夕方頃には、何事もなかったかのように赤の他人に戻るのだ。

「ではここに、二人が永遠とわの愛を誓い夫婦になったことを宣言します」

　加乃があれこれと感情の在り処を思い巡らせているうちに、牧師の署名も終わっていて、二人の結婚宣言がなされた。

「これにて挙式の儀、終了となります。なお、フラワーシャワーは披露宴会場のほうで準備しております。皆様はそちらでお祝いくださるようよろしくお願い申し上げます」

　牧師に代わり、セレモニースタッフが閉会の辞を述べた。

　本来はこの後、退場する花嫁花婿に参列者から祝いのフラワーシャワーとなるが、花嫁が別人と露見するリスクを極力回避するため変更となった。

　沢野が加乃に近付き、ベールアップしたベールを再び下ろす。これも参列者にばれないようにするため。こんなこと通常の式ではしない。

　そして、披露宴が始まるまでの間に、花嫁の父親から彼女を知る身内に対して、事情を話すことになっていた。






「三十分弱か。結構疲れるものだな」

　教会から、スタッフが使う通路を使って支度をした控室に戻る道すがら、蔦原がぼそりと零す。

　挙式にかかる時間は、加乃たちが挙げた教会式のほかに、神前式、今流行りの人前式などあるが、いずれもだいたい三十分程度だ。

「これくらい普通です。……これから披露宴だっていうのに」

　フラワーシャワーをやらずに時短したというのに、「疲れた」はない。

　演出によっては一時間所要するケースもあるのだ。例えば、指輪の交換の際、ヴァージンロードに沿って渡したリボンに指輪を通し、花嫁花婿それぞれの参列者が順に送って聖壇まで届けるリングリレー。参列者も一緒に挙式を作り上げる経験ができると人気だ。子どもに頼む演出として、ヴァージンロードを行く花嫁の前を、花を撒きながら歩くフラワーガール。指輪を届けてもらうリングボーイ、リングガール。ほかにも聖歌隊や生演奏を入れたり――。やろうと思えばいくらでも。フラワーシャワーの後にはバルーンリリースだって。

　すべて基本プログラムからのオプションで要相談。

　そういえば、あの花嫁ならもっと華美な演出を好むかと思っていたが、案外シンプルだったなと今さらだが気付く。もっとも、この花婿に止められたのかもしれないが。

「披露宴な……二時間か？」

　蔦原がまた零す。

「二時間半くらいですね。お色直しが多いので、もう少しかかるかもしれません」

　と、よどみなく答えた加乃は、とても挙式したばかりの花嫁花婿の会話ではないなと内心で苦笑する。

（まあ、担当のブライダルコーディネーターだもの。進行はすべて把握してますよ）

「お色直し、三回だったな」

「ええ、三回です。その内二回が花婿もですよ」

　当初、三回は多すぎだろうと言っていた蔦原だが、お色直しなら堂々と席を外すことができ、席にいなければ不用意に招待客と接触する機会も減って、身代わりがばれるリスクを軽減できる、と話すと納得してくれた。

「そうか――なあ、君。大谷さん？」

「はい？」

　今ここには、介添人の沢野が付き添っているだけなので、ベールは上がっている。

　お陰で視界良好。呼びかけられて顔を上げた加乃は、蔦原の端正な面立ちを目の当たりにして、また胸に痞つかえるものを感じた。

（やばいやばいやばい）

　蔦原から気を逸らそうと、加乃は取り敢えず手近なところで目に入った自分の腕に意識を持っていく。

（――あれ？　なんでわたし、まだ腕組んで歩いてるんだろ？）

　挙式に臨むにあたって、顔ばれしないようにスタイリストが用意してくれたベールは通常よりも枚数を重ねている。そのため視界は白い靄がかかったようで、誰かに誘導してもらわないと危なっかしくて歩けなかった。

　だが今は違う。だからベールを上げた時点で腕を外せば良かったのだ。なのに何となく流れでそのまま歩いていた。

　まるでそうして歩くのが、当然のごとく。式を挙げたんだし、と――……。

（な、何考えてっ!?　しっかりしなさいっ、加乃っ!!）

　ついあらぬ方向に逸れかけた思考を叱咤して、加乃は勢いよく蔦原から腕を抜く。

　本当の花嫁でもない自分が、花婿と腕を組んでいるのはおかしい。変なのだ。人の目もないところでまで、花嫁として振る舞う必要はない。

　それは奇しくも、とあることを誤魔化したいようなタイミングで、間が悪かった。

「やっぱり揉めてた男に、腕組んで歩いているところは見られたくないか」

「え？　どういう意味ですか？」

　蔦原の言うことがよくわからない。

　揉めた男？　誰それ――と、一瞬考えてしまう。

　それくらい、すっかりさっぱり記憶から消えていたのだ。ヤツのことは――……。

　そして「あっ」と気付いた。だから蔦原は言ったのだ。

　前方から男がずんずんとこちらに向かって歩いてくる。その形相は、怒気を隠さず憤懣ふんまんやる方なし。

「どういうことだよ、加乃!?　何やってるんだっ!?」

「おい、貴様――」

　蔦原が加乃をその背に庇おうとするが、構わず詰め寄られる。これでは朝の再現だ。

（何でここに!?　そりゃバンケットルーム行くのに使われる通路だけど……。ああもう、わたし、今日呪われてる!?）

　加乃には元彼がどうしてそこまで怒りを露にしているのかピンとこなかった。ただ面倒なことになりそうなのは理解する。

「え……っと……、花嫁？」

　答えながら、少し目が泳ぐ。

「は、花嫁、だと？　ふざけてるのか？」

　何をやっているんだと訊かれたから、見たままの通りを答えたが、彼はお気には召さなかったようだ。ますます表情を険しくする。

「そっちこそ何の用なの？」

　そんな顔されたら、こっちだってむっとしてしまう。加乃は辛うじて苛立ちを抑えて問い返す。

　だいたい、仕事中なのだ。同僚の沢野もここにはいるのだ。例え彼女の顔を知らなくてもセレモニースタッフの制服を着ているのだから、状況くらいはわかるだろうに。

　そもそもブライダル部に勤める加乃が、フェアでもないのに花嫁に扮している時点で、何か事情があるとは考えないのだろうか。

「馬鹿にしてんのか？　お前、もう次の男か？　そうか、二股かけてたんだな!?」

「ふ、ふた、ふたま、た――!?」

　いったいどこをどうしたらそんな発想になるのか、信じられないことを言われ、加乃は唖然として言葉をなくす。

　もう、言っていることがさっぱり頭に入ってこない。余りのことに脳が拒否しているのかもしれない。

　恋人として付き合っていたはずなのに、彼は自分の何を見てくれていたのだろう。浮気するような女だと思っていたと――？

　さらに元彼の言葉は続く。

「結婚しないなんて朝は少し言い過ぎたかと思ったが、騙されていたのは俺のほうだったんだな。俺を見たらこれ見よがしに組んでた腕を離しやがって、この尻軽が」

　騙されたって何!?　斜め上過ぎて、朝に引き続き言っていることがまったく意味不明だ。

　組んでいた腕は、別に彼に気付いたから外したわけではなく、あくまでも偶々で。

　いやいやいや、それよりも!!

「尻軽って、何言ってるんですか。お客様の前で」

「客？　じゃ、じゃあお前は、客に手を出したのか」

「はぁ!?　あなたいったい……」

　加乃は目を見開き、非常識も甚だしい言われように、引き攣る顔を宥なだめられない。

（もう駄目だ、こいつ）

　向けられた言葉は、自分だけならまだしも、隣に立つ蔦原も貶める。

　どういう形にせよ蔦原は加乃のクライアントだ。

「……行きましょう。時間は有限です」

　眇めた目で元彼を睨め付けた加乃は、蔦原を促した。

　聞く耳を持たないであろう元彼に、本当のことを話したところで火に油を注ぐだけだろう。これ以上絡まれるのは、面倒この上なくやめてもらいたかった。この後には披露宴が控えているわけで、代役として可能な限り情報の擦り合わせもしておきたい。

「おい、待て。図星だからって逃げるのか？」

「あっ」

　歩き出した加乃に元彼が手を伸ばしてきた。

　脳裏に朝のことがよみがえり、加乃は顔を強張らせる。幾ら見知った相手でも、胸もとを掴まれるのは恐怖しかない。

「最低な男だな、貴様は。気安く人の嫁を触るな」

　すんでのところで蔦原が男の手をバシッと振り払った。しっかり今度こそ、背に庇う。

　払い除けられた反動で元彼はバランスを崩し、つんのめってたたらを踏んでいるのが蔦原越しに見えた。

　だが加乃はそれどころではない。

（嫁？　嫁って言った？　人の嫁!?）

　恐怖から一転、加乃は蔦原の嫁発言がもたらしたインパクトにあわあわと慄おののく。そういう役だとわかっていても、こうして口にされると狼狽える。

「は？　お前、何を!?」

　さすがにこれには元彼も虚を突かれたのか、目を瞬いていた。いや、おそらく「最低な男」と言われたことに引っかかったのだろう。

「朝もそうだが、軽々しく女性に手を上げるんじゃない。レイトンのホテルマンも地に落ちたな。接客がまったくなってない」

　元彼の顔が苦渋に歪む。痛いところを衝かれた。しかも部署は「ホテルの顔」とも言われるフロントだ。

「はっ！　何が客だ。大方ブライダルフェアで雇われたんだろ」

（ちょっ!?　待って!?　フェアだと思ってたの？　今日そんな予定なんてないの、フロントならわかるでしょ!?　だいたいわたし、客だってはっきり言ったよね？）

　いろいろアウト。もう突っ込みどころ満載な発言の連続だ。

　元彼の残念なところを知る度に、加乃は気が塞いでいく。さっきは自分の何を見ていたんだと憤りを感じたが、自分は彼の何を見ていたのだろう。

「加乃、行くぞ」

「はい」

　当たり前のように蔦原に名前で呼ばれた加乃は、これもまた当たり前に応えた。

「おい、逃げる気か。話はまだ――」

「煩い男だな。こっちは業務遂行中だ。邪魔するんじゃない」

　蔦原が、加乃が睨むよりも何倍もの迫力で、立ち塞がる元彼を見据えて冷淡に言い放つ。

　元彼が息を呑むのがわかった。加乃とてぞくりとして、ブーケを手にしたまま自らの二の腕を抱いたほどだ。

　ふと振り返ると、後ろで控えていてくれた沢野も同様で、引き攣った顔に辛うじて笑みを貼り付けていた。

















【三章】いつか王子様が迎えに来てくれる、と夢見たころもあったけれど












　少々想定外の「元彼に絡まれるというアクシデント」はあったが、概ねタイムテーブル通りに進行している。

「おい」

「……はい」

　不機嫌この上ない声で、「おい」と呼ばれて返事をするのは不本意ではあるが、自分への呼びかけだろうと加乃は応える。エレベーターを乗り継いで控室に続くこの通路には、自分たちのほかには介添人の沢野しかいない。

「さっきの……いや、いい」

　蔦原は言いかけ、口ごもった。起業して成功を収めた男の尊大さが珍しくなりを潜め、加乃は何と返したものか、少し惑いを覚える。

　さっきの、とはヤツのことだろうか。それとも挙式についてか。おそらく難しく考えるまでもなく、ヤツ――元彼のことだろうとは思う。

　加乃は、そっと蔦原を窺った。せっかく腕から離した手はなぜか握られていて、いわば手を引かれている状態だった。

　誰かと手を繋ぐのなんて久しぶりだな、と意識がまたあらぬほうに向きかけ、加乃は急いで気を引き戻す。

（スケジュール的には、今のところ順調ね。うん順調。……あいつ、もう来ないよね？）

　これ以上余計な茶々は入ってほしくなかった。それが今の加乃の一番の懸念だ。もしまた絡んでくるようなら、上司に言ってそれ相応の対応をしてもらわねばならない。これから披露宴という難場に臨むのだから。

（そうだ、披露宴では）

　さすがにずっとベールで顔を隠しているわけにはいかず、花嫁の父がこの時間に娘の顔を知る親戚と一部の招待客ゲストに事情説明をしているはずだった。

　そして少しでも懸念のあることは回避するという方向で、披露宴のコンテンツの一つ、花嫁花婿のプロフィールムービーの上映も取りやめた。もし上映しようものなら、映っている花嫁とは別人なことがばれてしまうのは自明の理。

　それからテーブルを回って蝋燭に点灯していくキャンドルサービスも、必要以上にゲストに近付くのはまずいだろうということで取りやめた。

　ほかにもいろいろ予定を変更している。花嫁からの両親への花束贈呈もやらない方向だ。いくら演出でも、身代わりから花束をもらっては、気持ちの置きどころがないだろうという花婿からの提案だった。だから用意してある花束は、媒酌人となった花婿の友人夫妻に贈ることとなった。

　蔦原が言うには、その媒酌人夫妻には花嫁が身代わりの話はしたそうだ。秘密を知る者は最小限に留めたいところだが、前に顔合わせをして本来の花嫁と会ったことがある以上、話さない訳にはいかなかったらしい。

　だから夫妻は花婿側では唯一、花嫁が別人であると承知していることになる。

（友人ならこんな無茶苦茶な話、止めてくれたって）

　と言いたくなるが、蔦原の友人だからこそ、彼に協力するのかもしれないと思い直した。

　控室に戻ると、美容スタッフの広川が待ち構えていた。

「一先ずお疲れ。披露宴開始まで余り時間ないから、メイクすぐ直すね」

　そう気安く迎えられ、ここは肩肘張って気負わなくても良いのだと加乃は安堵の息を吐いた。

　広川は、加乃がブライダル部に異動したのとほぼ同じ時期に、ホテル内にあるビューティーサロンに勤めだし、幾度も一緒に仕事をしてきた仲だ。そして今回の花嫁身代わりに巻き込まれてしまった被害者であり共犯者の一人でもある。

　彼女に案内されて、メイク用の鏡の前に座らされる。

「口紅、塗り直すね」

　顔を白粉ではたき、化粧崩れを修正した後、彼女はリップブラシを手に加乃の前に回り込んだ。

　気付かれただろうか。挙式後の花嫁にしては口紅の色が落ちてしまって、誓いのキスが原因とはちょっと言い難いことに。

　これで蔦原に口紅が残っていれば一目瞭然となるが、それはもう拭き取られていて痕跡はない。

　互いにいい年をした大人だし、キスぐらいでとやかく言うこともない。けれど加乃は、そのときのことを思い出して胸の内で生じたざわめきを気取られないように、表情を引き締める。

　ふと、その要因になった男に鏡越しながら目を遣れば、中央に置かれた応接セットの長椅子にどかりと腰を下ろしていた。

　蔦原は、加乃が見ていることに気付いておらず、介添人の沢野と真剣な顔で話している。

（あんな顔して、何を話してるんだろ？）

　まるでこちらを憚るように小声で、話の内容までは聞こえない。

　そのせいか余計に気になって、加乃はついつい鏡に映る蔦原の口の動きを窺ってしまうのだった。

「……ドレスはこのままだった？」

「え？　あ、うん」

　話しかけられ、蔦原に気を取られて返事が一瞬遅れた加乃は、きまり悪く苦笑する。

　けれど広川は、加乃の苦笑をドレスについてだと思ったようだ。

「どうしたの？　ドレス気に入らない？　似合ってると思うけど」

　あのオーダードレスよりずっとね、と続けられた加乃は彼女に向かって笑んで返す。

「ありがとう。そう言ってもらえて嬉しいわ」

　本来なら、ここで花嫁が気に入ったという例のレンタルドレスに着替えることになっていた。しかし現実は、またもサイズが合わないというどうしようもない物理的な理由に直面し、着替えはなしとなった。

　これが良いのか悪いのか、指輪が入らなかったことも含めて、加乃の心に微妙な影を落とす。

（別に、「小柄＝イコール可愛げ」ではないし、サイズなんてただの個人差なんだけど）

　とはいえ元彼に言われた「可愛げがない」という言葉がよぎってしまい、連動するように胸の内が不快にざわざわする。

　まだ同じデザインでサイズアップしたドレスが用意できれば、感情はまた違ったかもしれない。だが間の悪いことに、別サイズのドレスはメンテナンス中ということで、出払っていた。

（今日はいろいろ神経質になってるみたいね、わたし。まあ朝のアレが尾を引いてるんだろうとは思うけど）

　そっと息を吐いた加乃は、そんな個人的な感情をおくびに出すこともなく鏡に映る広川に向かって言う。

「そうね、このドレス、急なことだったけど、よく探してくれたと思うわ」

　これについてはドレススタイリストを称賛したい。

　そのスタイリストの彼女とは、まだ一年ほどの付き合いだ。にも関わらず、スリーサイズだけで加乃に似合うドレスをあの短時間で用意できたということは、それだけ有能であり、サロンにあるレンタルドレスもすべて把握しているのだろう。お色直し用のカラードレスも、これなら大丈夫と期待する。

「これでいいかな」

　広川が加乃の顔をじっと見た後、鏡に向かって満足げに笑みを浮かべたときだった。沢野が加乃に話しかけてきた。

「大谷さん、ちょっといい？」

「はい」

　鏡を覗き込んで目線を合わせた沢野に返事をする。

「指輪なんだけど、外してもらっても大丈夫かしら？」

「ええ」

　加乃は手袋を取り、中途半端に第二関節まで入った指輪を抜き取る。

「披露宴はこのまま手袋していたら、指輪がないことに気付かれないと思うから」

　言われて「確かに」と同意する。借り物の指輪を下手に嵌めているよりも、すっぱり外したほうが気楽だ。

「では預かりますね。披露宴の時間が来たら呼びに来ますから、あと少しここで待ってて下さい」

　そう言って、沢野は部屋から出て行った。

「それじゃ、私も。次の仕事があるから行くね。お色直しの時間にまた来るから。――くれぐれもせっかく塗った口紅が落ちるようなことしないでね」

「な、なにそれ……」

　広川に相変わらず気安く言われたが、後半耳もとで囁かれた言葉の意味するところを悟った加乃はどきまぎする。花嫁の口紅が落ちる理由なんて、思い付く理由は多くはなかったし、実際一つ体験済みだった。

　そうして加乃は、控室に蔦原と二人きりになる。

「……おい」

「はい」

　加乃はくるりと座っていたスツールを回転させて蔦原に向いた。

　先ほどと同じように「おい」と言われる。やはり、そうそう親しくない男に「おい」と呼ばれることに慣れない。成り行きとはいえ、身代わり花嫁で、誓いのキスをした仲ではあるけれど。

「まずは、一つクリアしたんだな」

「えっと、そうですね。挙式はクリアです」

　加乃が応えると、蔦原は盛大に「はあ」と溜め息を吐いた。

「緊張するものだな。結婚式は」

　この男でも緊張すると知り、加乃は少し気持ちの距離が縮まった気がした。

「わたしだって、緊張しましたよ」

「そうなのか？　堂々としてたから、君は経験豊富と思ったんだが」

（経験豊富!?）

　さすがにそれはない、と加乃は目を見開く。

　ブライダルコーディネーターはあくまでもクライアントの要望に沿って、最高の結婚式になるようにアドバイスしながら一緒に企画していくのが仕事だ。

　経験というなら、以前一度だけブライダルフェアで花嫁役をやったことがあった。後は様々な結婚式にコーディネーターとして携わってきたから、言うなれば「経験豊富」よりも「知識豊富」のほうが正しいかもしれない。

「知識としていろいろ頭に入っていますから。ですから対処もそれなりに。体験としては前に一回ブライダルフェアで花嫁役をやったくらいです」

　ここは過去の経験を正直に伝えておく。

「その一回の差はあると思うが。こっちはすべて初めてで、指輪が入らなかったときはどうしたら良いのかパニックになりかけた」

　どうやら、指輪交換のときの対応で、加乃が慣れていると思ったらしい。

「あれは、たまたまケースとして知っていたからですよ」

　だったら誓いのキスのときも、パニック起こしかけていたのかと問いたい。普通に考えて、あんなに長くする必要はない、と言おうと思った加乃だったが、それは胸の奥に沈める。もう済んでしまったことだ。しかし広川が去り際に言い放った意味深な台詞のせいで、変に意識してしまって落ち着かない。

「ふうん。俺もまだまだだな。まあなんにせよ、祖母が君を俺の嫁と信じて怪しまなければそれで良い」

　孫は幸せに結婚式を挙げて嫁をもらった、と祖母が思ってくれれば充分だと蔦原は言う。

　彼の目的は気持ち良いくらいに明瞭だ。祖母のために結婚式をキャンセルせず、さらには披露宴まで行うのだ。

（これだけ聞くとおばあちゃん孝行な孫に思えるんだけど）

　ほかにもビジネス上の面子もあるようなのは、招待したゲストの顔ぶれから想像に難くない。それは花嫁側にも言えることではあるにしても。

　しかしその後どうするのだろうか。幸せな結婚をしたはずの孫、若き成功者の嫁は、披露宴が終わればいなくなるのだ。いや消えた花嫁が見付かって嫁に収まれば解決か。

（どの道ばれてしまうじゃない）

　わたしには関係ないことだ――と思おうとしたら、また胸がしくりとした。

　朝のアレのせいなのは違いないが、今日は感情が妙な反応ばかりする。

　ドレスが着れなかったり指輪が入らなかったり、普段スルーできたコンプレックスや悩みが、ちょっとしたことで刺激される。

　まったく女心は複雑だ。一般標準サイズながら少々骨格がしっかりした体型なのは自覚している。

　だいたいドレスも指輪も小柄な花嫁仕様が合わなかっただけのこと。こんなことにいつまでも引きずられるわけにはいかない。

（思春期の小娘でもあるまいし、この問題はこれにて終了っと）

　これくらいの感情くらい抑え込める。加乃はふっと息を吐くと、今は代役に集中しようと気持ちを切り替える。

　そんな加乃に蔦原が話しかけてきた。

「あのな、さっき言いかけたことだが」

「さっき……？」

　言葉を切った蔦原に見詰められた加乃は、何の話だろうと身構える。だがすぐに、ここに戻る途中でのことだと気付いて頷く。

「勝手に名前呼んで悪かったな」

「名前――」

（あ、そういえば「加乃」って呼び捨てで……）

　そんなこと別に気にするほどのことでもないのに、と思う加乃だったが、「彼氏の前で」と、続けてくれた蔦原に、思わず立ち上がって首を振る。

「やめてください!!　朝のことも全部見てたんですから、こっちの状況ご存じでしょ!?」

　あの元彼の結婚しない宣言からの一連の流れを蔦原はすべて知っている。だから、二人がどういう関係だったのかも、改めて言うまでもなく想像に難くないはずだ。

「だが一時の気の迷いだったら……」

　男女の仲など他人がとやかく口を挟むものではない、と不愉快なことを言う気か。

　加乃は、元彼の仕打ちを思い出し、生じたざらっとした感情のままきっぱりと伝える。

「迷いなんて!!　ないです。あり得ません」

　あれは彼の本心だ。どうしてこれまで気付けなかったのか、結局自分も「恋人は優しい人」とその内面には及ばず、見たいものしか見てこなかったのだ。そのツケが回って、朝のアレとなった。

　加乃の昇進話がなくても、きっと近いうちに自分たちはこうなった。多少流されるように始まった恋の終わりは、砂上の楼閣ろうかくが崩れるがごとく呆気ない。

「くくっ、わかってるじゃないか。朝も言ったが、あの男に君はもったいない」

　はっきり言いすぎて引かれるかと思ったが、蔦原はにやりと口角を上げて苦笑した。

　さっき見た盛大に溜め息を吐いた姿よりも、不遜さが垣間見えるこちらの姿のほうが蔦原らしいと思った。

「で、俺の嫁に――ですか？」

　ラウンジで交わした会話はどこまで本気だったのかわからないけれど、少なくとも嫁は冗談のはず。

（なら、これくらい言っても――）

　加乃は軽く首を傾げて口にしてみた。

　クライアントにする態度でないことは承知だが、なんだか今の蔦原との距離感なら許される気がしていた。

「そうだ、俺の嫁だな。で、気になるからこの際訊くが、ヤツとどうしたい？」

「一度、しっかり話しておきたい気もしますが、もういいかなって」

　そんなこと訊かれても……と一瞬目を泳がせた加乃だが正直に答える。

「もういいとは？」

　蔦原は、きっと意味を理解していて、敢えて訊いているに違いなかった。

「無理ってことです」

　加乃は自嘲して小さな溜め息を一つ落とすと、答えた。

　自分にも反省するところはあるだろう。けれど、いきなり胸倉を掴まれた点は許容できない。それにあの男は、蔦原も貶めた。自分勝手な思い込みだけで。

「冷静だな。まあ、ああいう男は別れて正解だ」

　蔦原が目を細める。加乃に貸しを返すように言ったときと似た、何か悪いことを考えている顔にも見えるが、それにしては柔らかく口角が上がっている。

「――こっちに座らないか？」

「あ、はい」

　話をするには少し距離があった。加乃は言われるまま応接セットまで行くと、蔦原が立ち上がった。

　蔦原は、加乃にエスコートするように手を差し出し、長椅子に座らせた。そうして彼は向かいの肘かけ椅子に移る。

　ドレスを着ている加乃が裾を気にせず楽にできるよう気遣ってくれたようだ。

（なに突然……っ）

　加乃はいきなり淑女のように扱われて、どきまぎする。レストランなどで給仕に椅子を引いてもらって着席したことはあるが、似ているようでまったく違う事態に、鼓動が速くなる。ただでさえ今日は感情の制御が難しくなっているのに。

「どうした？　変な顔して」

「――っ、変な!?」

「ああ、すまない、言葉の綾だ。ぼんやりして……って、この言い方もないか。狐につままれた、と言うのもおかしいな」

　蔦原の言いたいことはわかった。加乃はつい反射的に応えたことを自省する。

「いえ、誰かに手を取られて座らされたことなかったので、ちょっと驚いてただけですから……」

　お気になさらず、と返すと蔦原がまた苦笑する。

「格好付けたわけじゃないが、欧米だとまあ当たり前だからな。女性を気遣って手を差し出すのは」

　レディーファーストを自然にやってしまえるのは、蔦原の魅力の一つなのかもしれない。どんなに偉そうで高慢な態度を見せても、根本の部分では思い遣りや心配りができる人だと思った。

「それは素敵ですね」

「そう思うか？」

　はぐらかすように言われても、嫌みにならない。

　言葉が行き交う度、徐々に互いのエリアが重なっていくような気がする。

「あの蔦原様……、訊ねて良いですか？」

「ん？　なんだ？」

　改まって言葉にすると、蔦原は顎を心持ち突き出して鷹揚に応える。

　拒否はされていないと感じて、加乃はずっと引っかかっていたことを口にした。

「花嫁……彼女とはどういう関係だったんですか？」

「気持ち良いくらい直球だな」

「……すみません。わたしもこの際訊いておきたいと思いまして」

　人様のこと。一々踏み入っていては仕事に支障が出るし、立場を弁えるべきなのもわかっている。興味本位と言われたら返す言葉もないが、けれど決して少なくないと自負するブライダルコーディネーターとしての経験が、加乃に問う。

　今朝までは特別な感情などなかったこのクライアント蔦原に、元彼の仕打ちから庇われたことで、脳が勘違いを起こしているのかもしれなくても。

「そうだな。気付いてたんだろ？　俺が彼女に何の気持ちも持ってないことには」

「はあ」

　政略結婚なのは、花嫁の父親との会話で気付いていたけれど。

「互いに気持ちがないことは話がついていた。俺は祖母のため。彼女は父親の会社のために結婚することにした」

　蔦原は育ててくれた祖母に孫として幸せな結婚をするところを見せたいと言った。

　ところがそれは建前で、実は参入したいファミリー向けプロジェクトがあり、その参加の条件がコンセプトにのっとり家庭を持っていることで――と蔦原は、そのプロジェクトに参加したいが為の結婚だったと裏の事情まで話す。

　花嫁側にしても好都合で、娘が上り調子のＩＴ会社のＣＥＯと結婚することで、父親は自社の融資増額を銀行に頼めるらしい。

　こんな話を聞けば、ブライダルコーディネーターを天職と思っている普段の加乃なら憤りを覚えてもいい気がするのに、どこか淡々とした蔦原を見てると、どうもその手の感情が湧いてこない。なぜなら、ふと目にした表情や話す言葉の端々から、彼が内面を押し隠して強がっているように感じたからだった。もうすっかり蔦原に毒されているのかもしれない。

　だったらどうして――と思う。話がついていたなら、なぜ花嫁は消えたのだ。

（おかしいじゃない、どうしてこんな土壇場でいなくなっちゃうのよ）

　これがわからない。まさか本当に、書き置きにあったように「真実の愛のため」なのか。一度は了承した偽装結婚を反故してしまうほど、愛に目覚めた？　そんな相手ができた？

　花嫁のせいで混乱を極めているが、彼女こそが一番の被害者なのかもしれない。自分の都合しか考えていない酷い男たちに振り回されて。

「結局はお互い己のことしか考えていない愚策だったわけだ。協力関係にあると思っていた花嫁には逃げられて、君に面倒を押し付けた。そのせいで彼氏とも必要以上に拗らせたようだ」

「だからそれ、やめてください」

　自省を見せた蔦原に「わかってるじゃないの」と思いかけた加乃だったが、またも元彼を持ち出されて堪らず目を眇める。

「いいな。そのゴミ虫を見るような目付き――いや、冗談だ。大谷さん、俺は君の名を披露宴の最中に呼んでやることはできないが、俺のことは名前で呼んでほしい」

　くつくつと喉を鳴らすように苦笑を漏らした蔦原が、ふっと真面目な顔になる。

「名前……ですか？」

　なぜそんなことを？　と疑問がよぎる。

「花嫁が花婿を名字の様付きで呼ぶのはおかしいと思うのだが？」

「あ」

　加乃は短く声を上げる。挙式を済ませて夫となった男の呼び方として相応しいとは言えない。

「正真だ。呼んでみろ」

　名前はもちろん知っていた。担当するクライアントだし、それくらいは記憶している。

「しょ……うま、……さん」

　じっと見詰めてくる蔦原に言われるまま加乃は彼の名を口にする。だが名を意識したとたん思わず跳ね上がる胸の鼓動で舌が縺れそうになった。

「ふむ、呼び慣れていないのが丸わかりだな。もう一度。練習だ」

「え……」

「名前を呼べ――加乃」

「うっ」

　名前を呼ばれて、心臓がますます乱れだす。

　披露宴の最中ならば、蔦原が名を呼べと言うのはわかるが、どうしてここで自分の名を呼び捨てにされるのかはわからない。加乃の名は呼んでやれないとはっきり言ったにも関わらず。

「あの……蔦原……様……」

「名字じゃない、名前だ」

「あ……、正真さん……」

　加乃はどうしてなのか湧いてくる羞恥に耐えながらおずおずと呼び直すと、蔦原は満足げに、口角を引き上げる。どこか冷ややかな一筋縄ではいかない男の危うさが見え隠れする笑みだ。

（ぐふっ！　なんでそんな顔するのよっ）

　これはやばい。今日この感覚を何度胸に覚えただろう。とくとくと鼓動は速まりだし喉の奥が塞がれたように息が苦しくなる。

　もう恋の病の初期症状だと診断されても言い逃れできない気がした。幾ら元彼への反動もあったにしろ。

「俺が加乃を呼べるのは、二人きりのときだけだからな。今みたいに」

「そ、ソウでスカ。でモ、ワタシ、ナマエ――」

　意識していないと声が裏返りそうだった。充分、イントネーションがおかしかったが。

「どうした、随分たどたどしいな。加乃？」

「ナマエ、ヨビステ」

「なんだ、加乃と呼ばれ慣れていないのか。彼氏は名前で呼ばなかったのか？」

「――っ!!　だから、あんな男のことはもういいんです!!」

　言われて条件反射のように思わず身を乗り出したとき、タイミングを計ったように蔦原が顔を近付けてきた。

　加乃の視界に蔦原の顔しか映らなくなる。

　唇が触れるか触れないかの距離に気付いて加乃は勢いよく仰け反った。

（い、今――!?）

　触れていない？　触れてないよね？　よし大丈夫だ、と唇を小刻みに震わせつつも安堵の息を吐いた加乃を蔦原が声を上げて笑う。

「……何笑ってるんですかっ!?」

「そう怒るな。怒った顔も可愛いな」

「かわっ!?　からかわないでくださいっ」

　遊ばれていると感じて、目を眇めるだけでは足らず、加乃は眉根を寄せて思い切り睨め付ける。

「い、いや、すまない。花嫁がそんな顔をするな」

（誰のせいだと――）

　ひくひくと目もとが痙攣する。

　どうしてこの男は、元彼の話をちょこちょこと入れてくるのだ。

「まあ彼氏のことだが、さっさと忘れろ。そのためには内に抱えたものを吐き出すに限る」

「吐き出す？」

　確かに元彼のことで沸々とする感情のあれこれを、断捨離のごとく吐き出せばすっきりしそうだ。でもそこには、一方的に彼が悪いとは言えないものがあって、加乃は思い切れない。

「またそんな顔をする。いいか、加乃は何も悪くない。間違えるな」

「え……？　悪くない？」

　そんな顔ってどんな顔なのかぴんとこないまま、悪くないと言われて、これもぴんとこず。加乃は首を傾げる。

「胸張って何を言われても顔を上げてろ。頑張っている加乃を認められず、見下すことしかできない矮小な男になんざ気遣うな」

「あの……、つた……、正真さん？」

　蔦原と言いかけてから、彼の視線に気付いて言い直す。

　もしかして、失恋した自分を慰めてくれてるのだろうか。この不遜で冷徹な男が？　今日会って二度目の女を？

　とは言いつつ、蔦原は温もりのある優しさを持ち合わせている男だと気付いているけれど……。

「そうだな、忘れるのに良い方法は、仕事に打ち込むのも手だが、新しい恋をすることだ」

「は？　新しい恋……？」

　誰と恋をしろと？　そう簡単に相手が見つかるとは思えない。

　そう惑う加乃に蔦原は突拍子もない提案をする。

「俺なんてどうだ？　一応フリーだぞ？」

「何考えてんですかっ!!　あなたはっ!!」

　よくもいけしゃあしゃあと言えたものだ。加乃は開いた口が塞がらない。

　花嫁は逃げてしまったのだから、フリーと言えばフリー。

　けれどなんなのだ、この会話。

「いや俺も、真実の愛がどういうものか、知りたくなった」

（はい!?）

　何言っちゃってくれるの、この人は。






「では扉を開けますね。中は照明を絞って薄暗くなっていますが、スポットライトが当たりますので、お席まで問題なく行けます」

　介添人役の沢野が迎えに来て、披露宴会場であるバンケットルームの一つに案内された。

　ここから始まるのだと、蔦原の左腕に手をかけて加乃は、気合を入れるように息を吸い込んで吐く。

　招待客のほとんどが仕事関係。なんらかの取引先だと言う。個人的な友人、親戚は少なく、よくもまあここまで偏ったものだと却って加乃は感心していた。

〈では皆さま、拍手でお迎えください〉

　披露宴を進行する司会者の声が聞こえた。ぱちぱちと拍手が響く中、二人は入り口で一礼して中に入る。花嫁が拘って選曲したＢＧＭは、近年ヒットしてから結婚式では定番となった曲だ。

　今、自分はどんな顔をしているだろう。幸せいっぱいの花嫁に見えているだろうか。

（大丈夫。業務上、笑みを作るのは慣れているもの）

　加乃はそっと周囲を見回すが、ライトを浴びているこちらのほうが明るいため、よく見えない。

　席に着くと照明が全灯し明るくなった。テーブルにはバラの花が所狭しと飾られ、背後の屏風にも華々しく取り付けられていた。

（まるでバラ園にいるみたいで圧巻ね。さすが千と一本は迫力ある）

　そして改めてゲスト席を見れば、オーソドックスな黒の礼服が目立ち、華やかな礼装は少ない。花嫁と同世代ぐらいのゲストは、と探すが見つけることはかなわなかった。

　まるで何かの会合のようだ。これが結婚を祝う披露宴かと問われると微妙な光景だと思った。

〈挙式されて夫婦となりましたお二人へ、ご来賓の――様よりご祝辞です〉

　司会者が簡単な花婿花嫁のプロフィールを紹介してから、来賓の挨拶となった。

　名前をつい聞き逃した加乃は、ともかく偉い人なのだと思い、マイクを渡された初老のその男性を笑顔で見詰めた。それが数回繰り返される。

　話の内容を要約すれば、めでたい席ならではの、如何に花婿が才能溢れて素晴らしい男かの賛辞が続き、花嫁は才媛と言われてお幸せにと締め括られる。

　加乃は自分に向けられた話ではなくとも、神妙に聞いていた。隣を見ると、蔦原も真面目そうな顔付き……と言うより無表情だった。何を考えているのか、まったく読めない。

（控室にいたときとは、ぜんぜん違うわ）

　口角は上がらず目を細めもしない。要はどれだけ褒め称えられようと、ニコリともしないのだ。冷徹ＣＥＯの名はだてじゃない、とでも言ってしまえそうなほど。

（もう少し友好的な顔をすれば良いのに）

　どんなに茶番でも、自分の結婚式。披露宴なのだから、仕事関係者ばかりとはいえ招きに応じて来てくれたゲストの手前、少しは笑えば良いのにと思う。

　それとも緊張で強張った顔が表情なく見えてしまっているのだろうか。

　何にせよ、良くも悪くもその顔付きから、今の心情を推し量るのは難しい。

（――それにしても、ここでじっとしているってつらいものなのね）

　ゲストとして披露宴に出たことはあったが、さすがに花嫁ポジションで披露宴は初めてだ。

　会場内が結構見渡せることに気付いて、気を引き締める。逆に言えばこの席は、誰からも見られると言うことだ。ここで妙な態度を取れば、身代わりが露見してしまう可能性もなくはなく。

〈――様のご祝辞でした。続いて乾杯の音頭を――〉

　次は乾杯のようだ。司会者が名を告げても、そういえば招待客名簿に載っていたなという程度の記憶しかない加乃だったが、ここは満面の笑み。蔦原が笑わない分、笑みを深くした。

　グラスを掲げて乾杯が済み、ようやく会食が始まる。バンケットルームのスタッフが給仕に回りだし、ゲストもいくらかリラックスした表情を浮かべていた。

〈では夫婦となられましたお二人に、ウエディングケーキ入刀をお願いします〉

　披露宴最初のイベント、ケーキ入刀だ。運ばれてきたのは、フルーツをふんだんに使ったいかにも手作り風の可愛らしいケーキ。花嫁のイメージから、加乃が薦めたものだ。

（確か、ケーキカットしてファーストバイト――最初の一切れを食べさせ合うのよね？　やるのそれ!?　マジで!?　似合わないっ!!）

　一見甘さなど感じさせないクールを売りにしているような蔦原が人前で？　これみよがしにイチャイチャする？

　そう言えば花嫁が、ケーキ入刀については蔦原に黙っていてくれと言っていたことも思い出す。当日、驚かせたいからと――。

（たかが、あーんって食べさせ合うだけなんだけど）

　移動しケーキを前にした加乃は、花嫁の真意に気付いて、隣の蔦原を窺う。

　先に話せば絶対嫌がって止められるに違いなかった。

「どうした？」

　多分無意識のうちに顔を微妙に引き攣らせていたのだろう、蔦原が小声で話しかける。

「なんでもない……」

　司会者は打ち合わせた演出に持っていくはずだ。

　そしてそれはその通りに――。

〈二人が、初めての共同作業、入刀し同じものを分け合って口にするファーストバイトです〉

　イベントの趣旨を知って蔦原は案の定、困惑げに眉を寄せた。

「これは？」

「はい、あーんしてください」

　ナイフを入れた後、スタッフによって手早く取り分けられたケーキが、小皿に盛られて渡される。

　加乃は、一口大の小片をフォークに刺して蔦原に向けた。

「あ、あーん？」

「こうやって食べさせ合うんですよ」

　周囲を憚って小声で会話をしながら、なおもフォークを向ける。

「……わかった――あーん？」

「うっ」

（嫌がるかと思ったのに）

　やだマジでやってくれるの？　と加乃は手にしたフォークからケーキ片を落とさないよう慎重に蔦原の口に運ぶ。

　蔦原の、咀嚼に動く顎、嚥下する喉、仕上げとばかり唇を舐める舌。

　加乃は「うっ」と息を詰め、見惚れてしまう。人がものを食べるところはある意味性的だとかなんとか、そんな話を聞いたことがあったが、まさしくそれを感じた。ぞくぞくとして深く息を吐きたくなる。

「次は君の番だ。あーん、なのだろ？」

「あ……、あーん」

　蔦原は加乃からケーキが載った小皿を取り上げるように手にすると、そのまま同じフォークを使い、加乃に食べさせようとしてくる。一応スタッフがもう一皿用意していたが、気に留めることはなかった。

（あうう、なんでこんなに恥ずかしいの!?）

　ばふっと顔に熱が集中する。同じ招待客たちの前で誓いのキスもしたと言うのに、この食べさせられるという行為がキス以上に恥ずかしいものだったなんて、考えてもみなかった。

〈初々しいですね。花嫁様、顔が真っ赤です。さあどうだ？　口に入れるか？　ケーキを刺したフォークがさらに花嫁様の口もとに近付いていきます。それにしても花婿様、一向に動じません。さすがどんなときも冷静です〉

　司会者の実況する声が聞こえ、加乃はますます居た堪れなくなる。

（あ、あっまーい――……）

　そして、ついにケーキ片を口に入れることに成功した。






「お疲れ。どう？　上手くやれてる？」

　ケーキ入刀、ファーストバイトを終えて、一回目のお色直しに向かう加乃を会場から出たところで迎えたのは、美容スタッフの広川だった。

「どうしたの？　ここで迎えるのは――」

　ここで花嫁を迎えて控室まで行くのは介添人のはずでは、と加乃が首を傾げれば、彼女は何でもないように答える。

「あ、うん。沢野さん、ちょっと別件で手が離せないんだって。だから私」

　ブライダル部に籍を置く加乃はホテル施設も熟知しており、一人で控室まで造作もなく戻れる。しかし花嫁が付き添いなくフロアを歩くのは体裁が悪いこともあり、沢野が広川に付き添いを頼んだらしい。

「なんだか悪いわね。本来の仕事とは関係ないことを頼んで」

　これも事情を知る人間を最小限に留めるためなのだろう。

「ううん、これくらい構わないわよ。そうそう、ドレス期待してていいわよ。すごくあなたに似合いそうなの用意したから」

「そう？　あのふわふわした雰囲気は微妙だったから有り難いわ」

　披露宴会場を後にした加乃は、つい気が緩んでか正直に胸の内を口にする。

　最初のカラードレスは、甘いピーチピンクのフリル満載のものだった。自分に何が似合うかなど、充分自覚している加乃には厳しいとしか言いようのないデザインだ。

　まあこれも、物理的な理由で着用は不可なので、何が幸いするのかわからない。ドレスを手配してくれたスタイリストには感謝の気持ちを伝えようと思った。

「花婿は？」

「彼は時間差で出てくるわ。着替えに時間がかかる花嫁が先に退出」

　ここでのお色直しは花婿もだ。彼は白のタキシードからシルバーグレイの礼装に着替える。

（今のところ、順調に進行してる）

　花嫁が身代わりだということに、気付いたゲストはいなさそうだった。これ以上何事もなく無事に披露宴終了を迎えられれば、お役御免だ。

「――あ、そうだ。あなたの彼氏なんだけど――」

「あ？」

　スタッフ専用通路に入ったところで、広川に唐突に切り出された加乃は、つい目を眇めた。なんだって彼氏――元彼の話がここで出るのか、心に覚えたことがそのまま表情になる。

「……今フロントを中心にＳＮＳのメッセージで、あなたがビッチで二股かけてて自分は騙されてたって話が回ってるのよ」

「はあっ!?　なにそれっ!!」

　広川は一応周囲を憚るように声はワントーン落としていたが、加乃は込み上げてくる不愉快さのまま声を荒らげる。

「私もフロントにいる友人から聞いたばかりなんだけど」

　すまなそうに言う広川の手前、加乃はそれ以上は口を噤み、忘れずに持ってきたブーケの持ち手を、渾身の力で握り込むことで気持ちを抑える。

　蔦原は「忘れてしまえ」と言ってくれたが、何がどうしてこんな話を耳に入れてしまっては、腹立たしくて憤死しそうだ。振るなら振るで構わない。立つ鳥ではないが、綺麗に終わらせてほしかった。

「せっかくの花嫁がそんな顔しちゃ駄目だって。私が余計なこと言っちゃったからなんだけど」

「そうね。せっかくの花嫁だもんね」

　ばつが悪そうに言う広川に肩を竦めて加乃は答える。

　気持ちを切り替えて、今は花嫁役に集中だ。

　控室には彼女が言っていた通り、加乃好みの象牙色アイボリーのカラードレスが用意されていた。

「どうかな？」

「うん、素敵」

　加乃は目を輝かせる。タイトな上半身からローウエストで切り替えが入り、緩やかに裾に向かって広がるシルエット。サテンをベースにして、銀糸を織り込んだケミカルレースを重ね、クラシックな雰囲気を醸し出したドレスは、清楚でさりとて堅すぎず甘すぎず。

「今着てるドレスも良いけど、あなたにはこっちのほうが似合いそうね」

　聞けば後二回のお色直しも、スタイリストが加乃のイメージで選びに選んでいるらしい。

「さて、こんな感じでいかがでしょう？」

　レンタルとは思えないほど、しっくりと身に馴染むドレスに着替え、メイクが施される。

　鏡に映る姿は、花嫁以外の何者でもない。

（ウェディングドレス、やばい。自分の結婚式だと勘違いしそう）

　加乃は「何馬鹿なこと考えてるの!!」と自身に突っ込み叱咤する。

　仕事柄、色々なカップルを見てきた。いつか自分も愛する人と、などと夢を見つつ気付けばアラサー。あの穏やかで優しい彼となら、ともに歩んでいけると幸せに思いを馳せていた。

　それが、今朝。余りにも理不尽な不測の事態で恋心は一気に醒めた。

　加乃はふと、ここから送り出したカップルたちは皆幸せになったのだろうか、と思った。

　話を聞いて、結婚式を一緒に作り上げていくのは充実感一杯。仕事ながら幸せのお裾分けをもらっているようで、楽しかった。それは間違いない。

　でも結婚、されど結婚。人生ままならないことばかり。

（わたし……、結構傷付いてたんだ。だよね、いきなり暴言を吐かれて胸倉を掴まれたんだし）

　腕を取られて結婚しないと言われたことに面食らって、その理由に唖然としているうちに、今度は首を絞める勢いで胸もとを掴まれたのだ。加えて挙式を終えチャペルから戻るときのことも尾を引く。何を言っても聞く耳持たずで、挙句の果てにはＳＮＳで誹謗中傷……。

（あんな男だったなんて、付き合っているときは思わなかったって、言い訳かな？）

　加乃は、結婚してから知るより今知れて良かったじゃない、と自分を慰める。

　けれど「でも」と思う。彼が心に溜めていた感情に気付かないで、優しさだけを求めていた自分にも非があるのでは――と。

「そんな顔しないで。良い？　あなたはぜんぜん悪くないから」

「え？」

　話しかけられて加乃は、鏡の中の自分が今にも泣き出しそうに顔を曇らせていたことに気付く。

「さっき沢野さんからも話を聞いたんだけど。あの男、蔦原様にも絡んだんだって？　ねえ、絞めても良いかな？　いい加減なこと広められるのは友人として腹立つし。それにスタイリストの子もね、あの子あなたを慕ってるから――」

　ブライダル部関係の、つまりは加乃を知る者は、元彼の仕打ちにかなり怒り心頭らしい。

「ありがとう。そう言ってもらえると救われるわ」

　友人の心遣いが嬉しい。わかってくれていると思うだけで、心の内で凝っていたものがほわりと解けていく。

「よし。せっかくきれいに仕上がったんだから、泣かないでよ？」

　茶目っ気たっぷりに言って広川が、手にしたブラシでパールの入ったパウダーで目もとを刷くと、魔法がかかったように加乃は明るい顔になった。

「ふーん、良いじゃないか」

　もうすっかり耳に馴染んだ声が聞こえて加乃が鏡の中にその姿を探すと、思った通り蔦原が映り込む。

　この部屋と隣室を繋ぐ内ドアから入ってきた彼は、お色直し用のシルバーグレイのクラシカルな礼装に着替えていた。そうやって改めて蔦原の衣装を見ると、スタイリストが用意してくれたこのドレスが、花婿の雰囲気と対になるようコーディネートされていることに気付く。

「では、お時間になりましたらお声をかけますので――」

　今まで軽い口調で話していた広川は、さすがにクライアントの花婿の前では礼儀正しくすっとスタッフの顔で応対し、部屋を出ていく。

　だが、ドアまで行くと後退りを始めた。

　加乃はそんな広川を、近付いてくる蔦原越しに目にして、眉を顰める。

（誰かドアのところにいるの？　もしかして花嫁が来た？）

　行方をくらましていた花嫁が現れたのかと心臓が跳ねた。

「加乃？」

「あ、うん……」

　訝しげな加乃に気付いた蔦原が心配げに問うも、なんと答えたものか。自分はあくまでも代役で、本物が現れたなら用のない存在。もう自分は蔦原にとって必要ではなくなると思うと、ぎゅっと絞られるように胸が痛んだ。

　しかし、それにしては何か変だ。

「広川さん、どうしたの？」

　声をかけると、首を捻って加乃を見る。その顔は怯えてでもいるような、ますます様子がおかしい。

　そして、理由が判明する。

　広川を押し退けるように突然部屋に入ってきた女が、どこから持ってきたのかナイフとフォークの先をこちらに向けて叫んだのだ。

「よくも、彼を誑たぶらかしてくれたわね!!」

（え？　彼？　誑かす……？）

　思わず立ち上がった加乃は、隣にいる蔦原を見る。

　蔦原もこの闖入者ちんにゅうしゃには驚いたようで、目を見開き若干顔を引き攣らせていた。

「どなたかとお間違えでは？」

「はあ？　誤魔化す気!?　でも無駄よ!!　あたし、ちゃんと聞いたんだから!!」

（聞いたって何を!?　まさか元彼絡み!?）

　加乃は女をじっと見る。服装はフォーマルとはとても言えないオフィスカジュアルなスーツ。年の頃は二十歳代前半、行方不明中の花嫁くらいか。

　ならば元彼関係ではなく花嫁の友人か何かだろうか？　しかし今日のゲストにこの闖入者に当てはまりそうな女性はいなかったはずだ。先ほどまでいた披露宴会場にも、もちろん姿はなかった。いたら気付くだろう。オフィスなら当たり前でも、ここはフォーマルウェアが標準装備の式場で普通の格好は却って目立つのだ。

（じゃあ、ゲストではなくて、勝手に来た？）

　しかも振り乱した髪や引き攣った顔、何より見開き血走った眼が狂気を孕んでいて、これはかなりやばいと直感する。

　加乃はごくりと喉を鳴らして、その女越しに広川に目を遣る。目が合い、加乃が頷くと、彼女は慌てて外に出て行った。これで人を呼んできてもらえるだろう。

（まずは落ち着いて。話を聞こうじゃない）

　加乃は、落ち着けと自分に言い聞かせ、女を刺激しないようゆっくりと口を開く。

「わたしが、誰を誑かしたと？」

「彼よ!!　おかしいと思ったのよ!!　あたしと結婚の約束してたのに、いきなり別れてくれって!!　子供ができたからって!!　オレを好きならわかってくれって言われたって、わかるわけないでしょ!!」

（うわぁ――）

　男が浮気相手を妊娠させてしまい、彼女を捨ててその浮気相手を取るというたまに聞く修羅場パターンの一つか。

　加乃は絶句し、蔦原を見る。この時点で元彼絡みの線はなくなった。

　とはいえ女が言う話が本当なら、蔦原は最低極まりない男ということになるのだが――。

「いや、俺は知らんぞ」

　加乃の視線を正しく受け止めた蔦原が、ふるふると首を振り小声で訴える。

「う、うん」

　加乃は頷く。蔦原の表情を見る限り、本当に身に覚えはなさそうだ。しかしホッとする反面、今度は別の心配で心は落ち着かない。

　なにせ、蔦原は格好良い。冷徹で目的のためなら手段は選ばない。そんな対外的なマイナスイメージの裏に、包み込むような優しさを隠してて。

　だから蔦原の言動を都合良く変換して勘違いする女性もいるかもしれない。

（って、何心配してるのわたし!?　これじゃ、まるで正真さんのことを本気みたいじゃないの）

　近付いてくる女に恐怖を覚えながらも、そんなことを思った。

　見間違いかと思いたかったナイフとフォークは本物のようで、人に向けたら充分凶器だ。突き立てられでもしたらざっくりいくだろう。なんといっても肉料理に使うシルバー。グランドレイトンホテル自慢のシルバーウェア銀食器は日々磨かれている。

　その前にどうにかしたいものだが、取り押さえられるほど、加乃は腕に覚えがない。

（でもここは、わたしが前に出ないと。クライアントを守るのもスタッフの仕事よね）

「おい、加乃。なんで前に出る」

「黙っててお願い」

　女を刺激したくなくて言ったもののただの強がり。今にも膝から崩れてへたり込んでしまいそうだった。

「ね、ねえ？　その彼の相手って、わたし、なのかしら」

　おずおずと人違いではないかと訴えてみる。そこまでの関係なら浮気相手の顔も知っているのではと望みをかけた。

「はあ!?　浮気相手の顔なんて知らないわよ。でもアンタなんでしょ!!　さっき話してたじゃない。アンタがビッチで二股かけてるって。騙された男がいるって!!」

「ちょっ!!　ちょっと待って!!」

　どこかで聞いたような話だ。それも「つい最近」と言うより「ついさっき」だ。不用意に通路で話していたことを聞かれていたのだった。

　加乃は「失敗したー」と内心で焦りを覚えつつも、「あのヤローっ!!」と、沸々と湧いてくる忌々しさで、奥歯を噛み締める。

（今日は厄日なの!?　呪われてるの!?）

　すべて元彼のせいだと言っても良いくらいだ。こんな冗談のようにナイフとフォーク――シルバーウェアを持った女に闖入されて絡まれているのも……。

　しかし交渉は冷静に。

「あ、あなた――、誤解してるわ。わたしは、あなたの言う彼の浮気相手じゃないわ」

「誤解!?　誤魔化そうたってそうはいかないから!!」

　叫ぶように言って女はさらに近付き、シルバーウェアの先を加乃に向ける。

「いや、そこは……」

（聞く耳持って人違い認めてよ）

「それに、たとえもし違ってても、二股かけるような股の緩い女なんて赦すわけないでしょ!!」

「だからそれも誤解なのに」

　もう何を言っているのか、訳がわからない。

「加乃、下がるんだ」

「しょ……ま……さん。いいえ駄目」

　加乃を庇おうと前に出る蔦原を押し止める。

「何言ってる。お前に庇われるようなやわな男じゃないぞ」

「お客様の安全を第一に行動するのがスタッフだもの」

「どこの規約だ。今はスタッフじゃなくて、俺の嫁だろうが」

「え――、嫁……？」

　本日二回目の嫁発言。それでも心臓は、どくん、と強く鳴った。

「嫁を守るのは俺の役目だ」

　きりっと真摯な眼差しでまたも嫁と言われ、加乃の鼓動はさらに速さを増す。

「はううう――でも、さっきヤツから庇ってもらったし、今度はわたしの番かなって」

「アホか。お前は俺の後ろにいろ」

（何よこの会話。ああ駄目、もう魂抜けそう――）

　元彼に絡まれたときもそうだが、「後ろにいろ」などと言われると、誰かに守られたことのない加乃は、即時キャパオーバーとなり、頭の中が真っ白になる。

　だがここで意識を飛ばすわけにはいかない。なんとか理性を以て気を引き締めた加乃は、乱打を始めた鼓動を宥めるべく深呼吸を繰り返し、根性で平静を装う。

「で、お前誰だ？」

「はあ!?　アンタこそ誰よ!?」

　蔦原が女に向かって眉間に皺を寄せて体感温度を確実に下げそうな声で問うと、その女は声を上擦らせ質問で返す。

（え？　やっぱり知らない人？　なんでかな、ねえ最初にそれに気付こうよ）

　加乃は目を瞬かせる。相手に気付けないほど逆上していたのか。

　もっとも、「二股女は赦さない」と声を張り上げた時点で、男の存在はどうでもよくなっていたのかもしれない。

「俺はこいつの結婚相手だ」

（そんな結婚相手だなんて……）

　加乃は内心悶えた。はったりだとわかっていても、こうもきっぱりと言われたら、ついつい心が震える。

「結婚相手……？　じゃ止めときなさいよっ!!　その女、二股かけてるって、ビッチだって!!」

　女が声を荒らげ、加乃の事実無根の不実を言い募った。

　だがそれで引き下がる蔦原ではない。

「そんな証拠がどこに――いや、そんな話どうでもいい。俺が知っているこいつは、何事にも一所懸命で一途な女だ」

「え……正真……さん……」

（いっしょ……けんめい……、いちず……）

　きゅううううっと、加乃は呼吸を忘れるほど胸が一杯になる。

　蔦原と個人的に話したのは、今日が初めてだ。それでもわかってくれていた。それが堪らなく嬉しい。

　そしてごくりと息を呑み込むと、蔦原と頷き合う。

「加乃、お前はイイ女だ。俺が保証する」

「正真さん、わたし……」

　見詰められ、蔦原に腕の中に引き込まれた加乃もうっとりと見詰め返す。すると蔦原もまた、加乃にいっそうの蕩ける笑みを向けた。

「加乃」

「正真さん」

　互いに名前を呼び合えば、ドキドキと高鳴る胸は最高潮となった。

「な、何いちゃついてんのよっ!!　――あっ!?」

　女が忌々しげに顔を歪め、手にしていたシルバーウェアを振り上げ跳びかからんと構える。

　だが、それが振り下ろされることはなかった。もちろん跳びかかられることもない。

　そっと室内に入ってきた加乃の上司が、女の背後から近付き、シルバーウェアを握っている手を掴んで、背中に捻って無力化したのだった。それを合図にしてほかのスタッフたちも部屋に入ってくる。

「離して――っ!!　あたしは正義の鉄槌をこの浮気女にっ!!」

「おとなしくしなさい」

　手足をばたつかせる女を、上司は丁寧に拘束する。

（課長にこんな特技があったなんて知らなかった）

　加乃は、失礼ながら初めて上司に尊敬の念を抱いだくのだった。

「怪我はないかい？　いや助かったよ。君たちが引き付けていてくれたお陰で上手く取り押さえることができた」

　上司に言われ、加乃は詰めていた息をふぅと吐き出した。

　実は蔦原と見詰め合っていたのは、現実逃避をして自分たちの世界に浸るためではなかった。女の注意をこちらに向けておくためにイチャイチャを見せ付けたのだ。

「おい、女。これだけは言っとくがな、断じて加乃は浮気女なんかじゃないからな」

　スタッフに取り押さえられ部屋を出ていく女に、蔦原は眼光鋭く底冷えする声できっぱりと言い切る。

（なによなによ、元彼からは言われたことのないことばっかり言ってくれちゃって）

　一所懸命で一途も、イイ女も。この場限りの言葉だったとしても、「守る」と言われた。

　蔦原の凛々しい横顔を見上げながら加乃は、込み上げてくる思いが苦しくて泣きそうになった。

















【四章】ハッピーウェディングはあなたとともに、新たな人生は幕を開ける












　事後処理のためスタッフが出ていき、再び二人きりとなった控室。

「あ……」

「おい、加乃!?」

　加乃は闖入者の恐怖から解放されて気が抜けたのか、がくりと膝から力が抜けへたり込みそうになる。

　それを難なく支えた蔦原に抱えられて、披露宴が始まる前にも座っていた長椅子に座らせられた。

「大丈夫……てことはないな。水でも飲むか？」

「うう……ん。今は……、いい」

　何かを口にする気になれなかった加乃は首を振る。

　蔦原は、さっきは向かいの肘かけ椅子に座ったが、今は寄り添うように隣に腰を下ろした。

「なら誰か呼ぶか？　さっきの美容スタッフか、介添人か……お前の上司……」

　蔦原は加乃の身近な者を挙げていく。おそらく自分では気が休まらないと気遣ってくれているのだろう。

　多分それは正解で、ここに二人でいるよりも、親しい者に付いていてもらったほうが良いと考えたようだ。

　加乃は申し訳なく思いながらも、どう答えたものか視線をさ迷わせる。意識し始めたばかりの淡い恋情が、現状維持を訴えるのだ。

「やはり、誰か呼んでこよう」

　どこかぼんやりしているようにも見えたのか、心配そうに言って蔦原が腰を浮かしかけた。

　はっとして加乃は、蔦原の袖を掴む。

「いいの、あなたがいてくれるから……」

「え？」

　加乃の顔を覗き込んだ蔦原は、戸惑いを浮かべていた。

「あうっ、違っ!!　そ、そう、言い間違いっ！　ちょっと間違えましたっ」

　直前の自分の発言を思い出し、加乃は狼狽え否定する。

（わ、わ、わたしっ、な、な、何言っちゃったのよ――!!）

　蔦原のいろいろな表情が見たいなと思ったことは認める。だがこれはまずい。これでは好意と言うか、厚意と言うか、そっちの感情を持っていることを口にしたのも同じで、言ってはいけないことに類する。

「あ、あのっ、その、ですね」

「俺がいればいいのか？」

「やっ、そ、そういうこと、では――」

　加乃は、なんとか誤魔化したいと言い繕おうとするが、先ほどのことが堪えているのか、気が緩んでしまったのか、どうにもてきぱきと頭が働いてくれない。

　見詰め合い、視線が交錯する。

「加乃？」

　そういえば蔦原は、加乃を当たり前のように名前で呼んでいる。

（名前を呼んでやることはできないとかなんとか言っていたと思うけど、今は良いのか、ほかに人いないし――）

　というよりも、蔦原に名を呼ばれることが余りにも自然に感じられて、加乃も当然のように応えていた。むしろ内心では、もっと呼んでほしいとさえ思ってしまっている。

（ちょっとわたしっ！　厚かましいんじゃないの？）

　加乃は、そんな自分に慌てていた。

「わかった。そんな顔をするな――加乃」

「あの、あの……」

　名前を呼ばれて、加乃はぞくりとする。でも嫌な感覚ではない。

　どうして蔦原の顔がこんなに近いのだろう。これでは、誓いのキスのときと同じくらいの距離――と思ったときには、弾力のあるもので口を塞がれていた。

「はぅ、ん、んっ、ん――!?　んー、んー」

「口紅なら、後でまた塗ってもらえ」

　蔦原は少し唇を離してそれだけ言うと、また口を塞ぐ。しかも今度は手で頬を挟み、加乃を身じろげなくして、深く唇を重ねる。はむはむと合わせる角度をずらしながら唇を吸い、舌で撫で回して歯茎をねぶる。

　加乃が息苦しさから僅かに歯列を緩めると、すかさず蔦原の舌が潜り込んできた。歯裏から上顎を舐め始める。

「はふん、ん、うぅ……」

　状況に付いていけず萎縮していた加乃の舌が蔦原のそれに搦め捕られた。誓いのキスのときはかなわなかった深い口付けが、加乃の理性を溶かし出す。

　こんなことをしている場合じゃない。でも耳の奥がぞくぞくして、抗う気になれない。

「あ……ふぅ……」

「お前の唇は甘いな。もっと味わいたくなる」

「もっと……？」

「ああ、もっとだ」

　クチュクチュと水に濡れたリップ音がやけに耳に響く。

　キスがこんなにも気持ちが好いなんて、知らない。甘く感じるのは、ファーストバイトで食べさせ合ったケーキのせいだろうか、などと思った。

「んっ、んぁっ、わたしも……もっと、んぁ」

　上下の唇に緩く歯を立て幾度もねぶり、舌を搦め合い混ざる唾液を嚥下すれば、覚える酩酊感で思考がとろとろ蕩けていく。

「加乃――」

「んんっ」

　耳朶を食まれて、たった二文字の名が囁き落とされると、下腹の奥がきゅうっとして切なくなる。

（これが俗に言う子宮にくるっていうやつね）

　加乃は、おずおずと腕を浮かせると、蔦原の首の後ろで交差させた。そのまま少し首を傾げて口付けすると、より深く唇が合わさる角度を探す。

「んっ、加乃」

　艶を帯びた蔦原の声に煽られ舌を伸ばした加乃は、彼の口内へとそれを差し入れる。すると、まるで待っていたと言わんばかりに、舌先を舌先で突かれた。

「んんぁ、んんっ」

　じゅるじゅると表面を撫でるようにねぶられ強く吸われる。舌の付け根が引っ張られてじんじんと疼痛を訴える。

（もっと……ほしい……キスだけじゃなくて……）

　嚥下が追い付かず、半開きの口もとから溢れてくる唾液が顎を濡らした。

「加乃……、そんなにほしそうな顔をするな。このまま押し倒したくなる」

　唇が離れ、間につぅっと銀の粘糸が伝うも、呆気なく切れる。

　それを残念と感じながら、蔦原も先を望んでいると知って嬉しいと思った。

「あの……、そろそろ……よろしいでしょうか？」

　だが遠慮がちにかけられた声が、加乃を一気に現実に引き戻す。

「待ってもらって悪いな」

「はい!?」

（ぐはっ、待ってもらってって――!?　沢野さんがいること知ってたの!?）

　加乃は、悪いと言いつつもちっとも悪びれた様子のない蔦原と気まずそうに入ってきた沢野を交互に見た。

　彼女は何か言いたげに口をもごもごさせ、そして小さな溜め息を落とすと加乃に目を合わせる。

　引き替え加乃は、ばつが悪くて堪らない。いくら花嫁役をやっているとはいえ、言うなれば業務中の身なのだ。それなのに、男とキスなんて。誓いのキスとはまったく別物だ。

「――取り敢えず、これを」

　ゆっくりとこちらに近付いてきた沢野は、徐おもむろにポケットから取り出した紙束を差し出した。先ほどの教会のときと同じ懐紙だった。

「あ、そうか」

　二度目だからか、蔦原はあっさりと懐紙を受け取って口を拭う。

　加乃も気恥ずかしく思いながらも、懐紙を受け取り唇を押さえた。そして彼女がタブレットくらいの銀色の薄いケースを抱えていることに気付く。

　それが何か、わからない加乃ではなかった。リングケースだ。

「今、すぐにご用意できるのはこちらになります」

　沢野が蔦原の前に、ケースの蓋を開けて置く。思った通り中は全面ビロードが貼られ、スリットに指輪が差し込まれ並んでいた。

「これ、今月の……？」

　加乃が訊ねれば、沢野が想像通りに答える。

「ええ。ブライダルフェアに合わせて提携している宝石商から見本として納められたリングです。課長の許可をもらって保管庫から出してきました。――このシリーズならサイズも展開していますので対応できると思います」

　指輪に付いているタグに書かれた表示に目を遣れば、当然のように加乃のサイズがある。しかもフェアのために用意したものだけあって、デザインもとてもおしゃれだ。もちろんクオリティも文句なしの本物。

　一見するとシンプルな印象を受ける結婚指輪だが、捻りを加えたプラチナ台にダイヤが埋め込まれた凝った作りになっている。これと対になる婚約指輪はドロップタイプのカットダイヤを用いて左右から結ぶようにクロスさせたデザインだ。

「さっきはできなかったからな。急拵きゅうごしらえだが、悪くないだろ？」

「――いろいろあったから指輪のこと忘れてたわ」

　披露宴が始まる前、蔦原が沢野と話していたことを思い出して加乃は、これのことだったのかと得心した。

　サイズを訊かれたので、これ、と指輪を指差し答えると、蔦原は迷わず手に取り、加乃の指に嵌める。指輪の交換のときに見せた慌てはなく、落ち着いたものだった。

「今日のところはこれで我慢してくれ」

（我慢なんてとんでもない。これで充分だって――え？）

　さらに蔦原は、並んでいた対の婚約指輪も手に取り、同じ指に嵌める。

　加乃は自分の指に嵌まった二つの指輪を感慨深く眺めた。ついに左手の薬指に指輪が嵌った瞬間だった。

「――そうですね、プロフィールムービーを取りやめたことですし、エンゲージカバーセレモニーをされてはいかがでしょう」

　沢野がふと思い付いたように口を開いた。

　加乃が代役花嫁とばれないように、用意していた二人のプロフィールムービーの上映はなしにした。

　だから披露宴の演出として、最良の晴れの日を目指すブライダルのプロとしては、少々物足りなさを覚えていたのだろう。ゆえにそれに代わる案として急ではあるが、エンゲージカバーセレモニーを組み込めば、盛り上がると考えたようだ。

「エンゲージカバーセレモニー？」

　沢野の提案が耳慣れないものだったのか、蔦原が不思議そうに訊き返す。

「結婚式で指輪の交換の後、花婿が花嫁に改めて婚約指輪を嵌めてあげるイベントのことです。結婚指輪に重ねて着けるため、『二人の愛の誓いを永遠に封をする』といった意味を込めています」

　明瞭に沢野が答える。指輪の交換のときに続けて行うケースが多いが、披露宴中のイベントとして取り入れても何らおかしいものではない。

「ふうん、要は婚約指輪を見せびらかすんだな」

（言い方!!）

　蔦原のあんまりな物言いに、加乃の目もとがひくりとする。ちらりと沢野を窺えば、微苦笑を浮かべていた。

「わかった。やるのは良いが、いつやるんだ？　打ち合わせていないが」

「大丈夫です。この程度の変更は司会者がなんとでもします」

「そうなのか？」

　沢野の言葉を疑っているわけではないだろうが、蔦原が同じブライダルのプロである加乃にも確かめる。

「まあ、これくらいは臨機応変で」

　答えてから加乃は、頷いてみせた。シルバーウェアを持った女に乗り込まれるよりは、ずっと平和だ。

「――ではリングをお預かりします。エンゲージカバーセレモニーをキャンドルサービスの後に組み入れるよう司会者に指示しておきますね」

　沢野は、加乃から婚約指輪と結婚指輪を受け取ると、用意周到にも準備してきていたリングピローケースに、蔦原の分の結婚指輪と合わせて三つの指輪を収めた。不要となる蔦原が今嵌めている指輪も忘れることなくしっかり回収する。

「では私はいったん失礼します。それと広川を呼びますね。それ塗り直さないと」

　言われた加乃は、プログラムの変更を伝えるため部屋を出ていく沢野の背中を、気まずげに見詰めたのだった。






〈皆様、お待たせしました。装いも新たにした花嫁様、花婿様のご入場です〉

　司会者の声が聞こえ、披露宴会場の扉が開く。加乃は蔦原の腕に手をかけ寄り添い、会場内に足を踏み入れた。

　本来なら、ここでテーブルラウンドキャンドルサービスを予定していたが、必要以上にゲストには近付かないほうが良いだろうという身バレ防止のリスク回避のため、キャンドルはスタッフが代わりに点灯することになっていた。

〈ウェディングキャンドルに、今、二人の愛の炎が灯されます〉

　照明が絞られた中、スポットライトを浴びて会場中央に据えられた巨大なウェディングキャンドルまで進むと、スタッフに点火用のキャンドルを手渡された。

　加乃は蔦原とともに、ケーキカットでナイフを持ったときのように手を重ねて火を点ける。しゅるしゅるとウェディングキャンドルから伸びた導火線を伝い、周囲のハート型に組んだキャンドルにも火が点っていく。

　そして次は急遽やることにしたエンゲージカバーセレモニーだ。

〈さて皆様、お二人は先ほどの挙式で愛を誓い、指輪を交換しました。その幸せなセレモニーをここで再び、本日お越しいただいたゲストの前で執り行いたいと思います。二人の愛の絆をより確かなものとするエンゲージカバーセレモニーです〉

　司会者が、最初から決まっていたプログラムだったかのように、進行していく。沢野がどのように指示したのか見ていないのでわからないが、対応力の高さはさすがプロだ。

　ウェディングキャンドルを脇に移動させ、そのまま中央で待機する形となった二人のもとに、沢野が恭うやうやしくリングピローケースを持ってくる。先ほど用意したものだ。そこには、三つの指輪が収められている。

〈まずは、マリッジリングの交換です。花嫁様の指に花婿様からリングを。そして花嫁様から花婿様の指にリングが嵌められます――〉

　今度の指輪は加乃に合わせたものなので、挙式のときのようなトラブルもなく、すんなりと指に入った。

〈次は、エンゲージリングを、花婿様が花嫁様に、今嵌めたマリッジリングに重ねて嵌めます。これには、『二人の永遠の愛と絆に蓋をする』という意味があります――花嫁様の指に、変わらぬ愛の証、エンゲージリングが――嵌まりました。皆様、拍手をお願いします〉

　実況中継する司会者の言うまま拍手に包まれ、加乃は指に輝く二本の指輪を見詰めた。

（え？　胸が……苦しい……）

　きゅうっと込み上げてくるものを感じた。いったいどうしたのだろう。喉が詰まり鼻の奥がツンとしてくる。

（わたし……、感動してる……の？）

　これは、茶番だというのに。自分は身代わり、偽者の花嫁だというのに――。

「加乃」

　蔦原が周囲には聞こえないほどの小さな声で名を口にした。

（駄目でしょ、ここでわたしの名前を言っちゃあ。ばれたらどうするの？）

　そう思うのに、ここで「加乃」と呼ばれたことが嬉しかった。

「しょ、ま……さん」

　加乃は、目頭が熱くなってじわりとしてくる視界をクリアにしたくて、ぱちぱちと何度も瞬きをした。けれど鼻はますますツンとして視界が滲んでくる。

　そんな加乃の目もとを蔦原が親指で拭う。

（――っ!?）

　何なのだこれは。これでは本当に愛を誓った花婿と花嫁のようではないか。蔦原と見詰め合い、加乃は感情の昂りに困惑する。拍手は続けられているが、ほとんど耳に入ってこない。

　脇からすっと白いハンカチが差し出された。受け取り顔を向けると、媒酌人夫人が感極まって涙を流す花嫁を気遣うように、笑みを浮かべて立っていた。

　加乃はそのまま花嫁の席に誘導される。どことなく気まずくて、同じように席に着いた蔦原をちらりと窺えば、彼は加乃に気付いて目を細めた。

　その表情にどきりとして、さらに気恥ずかしくなる。

（もうっ、なんなのよー。そんな顔して）

　落ち着かず視線をさ迷わせ、加乃はふと花嫁側のゲスト席に目を向けた。そして先ほどまでいなかった若い男に気付く。挙式のときも見かけていない。遅れてきたゲストかとも思ったが、彼がいるのは近親者席。恐らくその男が、いなくなった花嫁を捜しに出たという親戚なのだろう。ここにいるということは、捜索を諦めたのか、もう見付かったから披露宴に顔を出しているのか――。

　声こそ聞こえる距離ではないが、彼は盛んに向かいに座る花嫁の父と言葉を交わしているようだ。周囲の親戚も、ちらちらと二人に目線を送りながら、困惑しているように見えた。ときおり、花嫁の母がまるで宥めるように花嫁の父の腕を押さえる場面もあった。

　そうこうしているうちに、花嫁の父とその親戚の男は立ち上がってこの披露宴会場から出ていく。

（何かあった？　花嫁が見付かったの？）

「どうした？」

「あ、うん……」

　蔦原に言うべきか――と加乃は迷う。もしかしたらただのトイレかもしれないし、と、誰に対してなのか取ってつけたような言い訳も浮かぶ。

「ん？　花嫁の父親がいないようだな」

「出てったみたい。トイレ……かな」

　そしてつい希望的観測を口にする。

「――かもな。何にせよ、あと少しだな」

「そうね」

　ここまでで一時間と四十分。途中、自分を捨てた男の浮気相手と間違えて控室に突撃してきた女に、シルバーウェアで襲いかかられるという想定外すぎるアクシデントはあったが、概ねまあほとんど、順調と言えるだろう。花嫁が身代わりなことを除いては。

〈ここで、花嫁様はお色直しのため中座いたします。花婿様は残りますので、花嫁様に聞かれたくない秘密の質問などされたい方は、チャンス――と思いましたが、なんと花婿様も花嫁様に付き添い中座するようです。片時も離れたくないのですね。いやあ、お熱い。では、お二人が戻られるまでご歓談のほどを〉

　加乃は、司会者の茶目っ気を交えた合図で立ち上がったが、続いた言葉に驚き、隣を見る。

「俺も一緒に行こう」

　立ち上がった蔦原が答える。

（でもここは、わたし一人だったわよね？）

　お色直しは花嫁だけ。そういう段取りだったはずだ。まさか、司会者が言ったように離れたくないと？　片時も？

　加乃は、とくんと胸が鳴るのを感じるが、理性で抑え込む。いくら花嫁の疑似体験で感動しちゃってるからと言って、判断を誤るほど舞い上がってはいない。

　ともかくも何か動きがあったのは間違いない。もし花嫁が見付かったのだとしたら、蔦原もいたほうが対処しやすい。

「……そうね。そのほうが良いかも」

　ふと気付けば花嫁側のゲスト席にいたはずの加乃の上司も、いなくなっていた。






　二人で歩くときは寄り添い腕を組んで、幸せ一杯に見えるように――加乃は蔦原と共に笑顔で披露宴会場を後にする。

「花嫁が見付かったようです」

　会場を出たところで、先導していた沢野が周囲を憚り小声で告げた。退出前、上司から彼女に連絡があったらしい。

　加乃は一瞬息を呑み、蔦原を見た。彼は、ゆっくりと目を伏せると「そうか」と頷く。ちょこちょこと見せていた表情の変化はなかった。

　沢野の案内で戻った控室は、今朝加乃が最初に訪れた部屋だった。中に入ると、応接セットに三人の男女が腰を下ろしていて、それを上司が少し離れた所から眺めていた。

　加乃は状況を把握しようと、三人を順に窺う。

　花嫁の父は顔を引き攣らせて怒り心頭といったところのようだ。対称的に親戚の若い男は、無事に見つかって良かったと、ほっとしているのが見て取れる。

　そして女。改めて言うまでもなく行方をくらましていた本物の花嫁だ。彼女はいかにもお嬢様然とした上品なワンピースに身を包んでいたが、その顔は苛立ちを隠さず不貞腐れていて、横を向いていた。

　恐らく自分の置かれている状況が、理解できていないのだと思う。

（なんにしろ、良かったじゃないの。無事に見付かったんだから）

　とは思う。思うけれど、どこか納得がいかない。

　まったくどれだけ周囲に迷惑をかけてくれたのだ。これまでのことがよみがえってしまい、腹立たしくなる。謝罪の一つもないのか。

　こういうとき、どんな言葉をかければ良いのか。その前に加乃がかけて良いものかどうか。まずは花嫁の父、それから蔦原か。いや何よりも蔦原が先に……。

「私が悪いのはわかってるの。だけどっ、私っ!!　駄目なの。やっぱり好きじゃない人とは無理なのっ!!　結婚式はっ!!」

　部屋に入ってきた蔦原と加乃に気付いた花嫁が、顔を覆って叫ぶように言い放つ。

「好きじゃない人とは無理？　結婚、式？」

　式の部分が強調されていたように聞こえ、加乃は思わず花嫁の言葉そのままに訊き返す。すると花嫁が顔を上げて睨み付けてくる。

「無理よっ!!　当然でしょ!!　神様に愛を誓うのよ!?　真実の愛じゃないのに嘘を言うなんてできないわ!!　それって皆を騙すことになるのよ!!」

（わたしはやりましたが何か？　ええ、病めるときも健やかなるときも、って神様に誓いましたが何か？）

　おおよそ言いたいことはわからないでもないが、加乃はこめかみの辺りがずきずきするのを感じた。

　とはいえ、花嫁が出てきた以上この茶番も終わり。これでお役御免になるのだ――と、自分に言い聞かせるが、やっぱり納得いかないものはいかなかった。

　あれこれ言える立場ではないのはわかっていても、蔦原を思うと堪らなくなる。

　何が真実の愛だ。蔦原は初めこそこちらの都合など意に介さない態度で冷徹だと思っていたが、数時間一緒にいて本質の部分は違うと感じた。そう見せていただけで、でなければ元彼から加乃を庇ったりはしない。

　蔦原との結婚が、離婚を前提とした契約結婚なのは聞いた。だがそれは、互いに利があり、双方納得してのことではなかったのか？　それを直前で逃げたのは誰？

「だったらどうしてもっと早く嫌だと言わなかったんですか。何も当日に行方をくらますなんて……」

　やはり黙っているのは無理だった。気付けばそう口にしていた。

　しかし彼女はさらにとんでもないことを口にする。

「だって、ウェディングドレスは着たかったんだもの。エンゲージリングは欲しかったし。だから披露宴は出ても良いかなって――あっ、そのドレス素敵!!　私が選んでるときなかったわよね？　ええっ!?　なになにそのリング!!　カワイイッ」

「はい？　披露宴には出ても良い？　ドレス？　リング？」

　目敏めざといのか加乃の指に嵌まった指輪にまで気付いて、いきなりこちらに向かってきた彼女を、加乃は本能的に後退りして避ける。

「なんだあなた、誰かと思ったらブライダルサロンの人じゃない。あなたが私の代わりに式やってくれたのね。ということは、今あなたが身に着けてるもの全部、本来は私のものなのよね？　だったら早く寄越しなさいよ」

「は？」

　いったい自分は今何を言われているのだろう。

　ドレスは先週入荷したもので、当然彼女がドレスを選んでいた時期にはなかった。指輪にしてもフェアのために保管されていたもので、サロンに納品されたのは今週半ば。

　しかし指輪について言わせてもらうなら、打ち合わせのときにあれだけ有名ブランドでオーダーした婚約指輪だと見せびらかし自慢していたではないか。それなのに、寄越せとはどういうことなのだ。

　加乃は目を見張り、状況を理解しようと懸命に頭を働かせるが、どうにも処理が追い付かない。

「だからね、披露宴は私が出るの。早く着替えなくちゃいけないの」

（披露宴に出る？）

　何を言っているのだ、この女は……。

　おそらく、この部屋にいるすべての者が思っただろう。

「だからー、披露宴ー。始まっちゃうでしょ？　そのために来たのよ？　ウェディングドレスにカラードレス、今日のために選んだんだもの」

　なんか、ものすごい勘違いをしているような気がするのだけど……？

「あの披露宴はもう始まって……」

「はぁ？　嘘言わないでよ。結婚式が二時からで披露宴は三時からでしょ？」

「結婚式……挙式は十二時からでしたし披露宴は十三時からで、もう半分終わりましたが」

　十二時を二時、十三時を三時と、どうしたらそんな勘違いができるのか、自信満々で言い放つ彼女に、加乃は真実を告げる。こればかりはどうしようもない。

「じゃああなたは私に嘘を教えたの!?　それで自分が花嫁に成り代わったってことっ!?　ひどいっ!!」

「はい!?」

（いやちょっと成り代わったって、意味がわからないんですが!!）

　蔦原から契約結婚の話を聞いたとき、周囲の都合で意に染まない結婚を押し付けられた彼女が一番の被害者だったのではと思ったけれど、それこそまったくの勘違いだったようだ。打ち合わせで何度も話をして感じた彼女の品位や人柄は、そのときどき加乃が覚えた通りで、間違いではなかったらしい。

　堪らず加乃は、救いを求めるように蔦原を見る。

「ここまで、ひどいとは思わなかったが……」

　蔦原も思わずといった態で、言葉が出たようだ。

「そうなのひどいでしょ!?　ウェディングドレスを着るのを楽しみにしてたのにっ!!」

　その蔦原の言葉をどうやったらそこまで取り違えられるのか、加乃の脳裏にあの闖入者との成立しなかった遣り取りがよぎり、同様に彼女との意思の疎通は無理かもしれないと思った。

「――っ!!　娘のことで本当に申し訳ない!!」

　花嫁の父が、ソファから崩れ落ちるように床に座り、頭を下げた。

「まったくだ。あなたには恩があった。だからこういう返し方もあるかと話を受けたが、どうあっても無理だ。一応業務提携はするが、今後の展開次第では解消もあるからな」

　淡々と蔦原が花嫁の父に向かって告げる。

「パパ、何土下座してるの？　それよりもねえ、今からでも披露宴に出るわ。ドレス着たいの」

「黙らんかっ!!」

「叔父さん、ユリちゃんも悪気があって言ってるわけじゃ」

　親戚の男が取りなすように言うが、悪気のあるなしで済むなら、なんて幸せな人生だろう。

（ユリちゃんか……）

　ふと加乃は、花嫁の名が優梨愛ゆりあだったことを思い出した。当てられた字から受ける印象とは真逆の彼女の振る舞いに、ついつい名付けた親の心中を察してしまうのだった。






〈大変お待たせしました。花嫁様、花婿様、揃っての入場です。今度は煌びやかな和装。皆様、拍手をお願いします〉

　二回目のお色直しで、加乃が着たのは色打掛いろうちかけ。予定では三回目、つまり最後のお色直しで着るはずだった一着だ。しかし時間が押してしまい、時間内で披露宴を終わらせるために、二回で切り上げることになったのだ。

「ドレスも良かったが、着物も良いな」

「そ、そう、かな」

　蔦原に耳もとで囁かれ、加乃は頬を染める。










[image: ]










　薄紅の地色に吉祥文様きっしょうもんよう。そして鶴に末広、牡丹に菊など伝統的な和柄を組み合わせ、金糸銀糸で刺繍が施された打掛は、華やかでありながらも落ち着きがあり、中に合わせた白振袖の真紅の重ね襟が胸もとを引き締めた和モダンに仕上がっていた。これもドレス同様、加乃のために選んだスタイリスト渾身の花嫁衣装。

　加乃が色打掛なら当然蔦原も和装の紋付き袴。黒紋付に仙台平袴というオーソドックスな装いは、だからこその最高級の絹で品があり、彼によく似合っていた。

「泣いても笑っても、これで最後だ」

「ええ」

　蔦原に加乃は頷く。会場内に足を踏み入れれば、スポットライトが当てられる。目指すは正面のバラの花に彩られた花嫁花婿席。

　加乃の脳裏に控室で交わされた上司と蔦原の遣り取りがよみがえる。

『今さら花嫁の交代はしないですよね。私としてはこれ以上部下を面倒に付き合わせたくないのですが』

　長いものに巻かれる主義かと思っていた上司が、疲れた面持ちながらも口を挟んだのには、驚いた。

『申し訳ないが、大谷さんには最後まで花嫁をやってもらう』

　上司からの言葉に蔦原はそう答えた。

　加乃にしても、いくら本物の花嫁が現れたからって、今さら披露宴も半分以上過ぎての交代はないと思った。特にあれを見せられた後では、蔦原が気の毒すぎる。

（これも一つの婚約破棄……かな？）

　その花嫁――優梨愛は、控室ですべてが終わるまで親戚の男が見張ることになっている。部屋から出ないという条件で、オーダーメイドのウェディングドレスを美容スタッフのメイク付きで着させてもらえることになったので、少しは満足できたのではないかと思う。

　なんにしても、あと少し。ここで気を抜いてはいけないと、加乃は背筋を伸ばす。ゲストを見送り、自分たちも控室に戻るまでが披露宴だ。何事も油断は禁物。

（今からやるのは、花束贈呈ね）

　渡す相手は両親ではなく、媒酌人夫妻に変更だけれど。

　それから両親への手紙もブーケトスもなし。ほかにも花嫁の希望で、キャンディやミニブーケやカットケーキを配るなどいろいろ盛り込んでいたが、これらも一切なしだ。用意していたそれらは、お持ち帰り用の引き出物袋に詰められた。

　挙式のとき教会では止めにしたフラワーシャワーは、退出時にセレモニースタッフを含めてゲストから撒いてもらえる手筈になった。

　そういえば着物を着付けてもらいながら、広川からあのシルバーウェアを持った闖入者の顛末を聞いた。

　彼女は同時刻に披露宴をやっていた別カップルの花婿と同じ会社に勤めていて、思った通り招待客ではなかった。そして披露宴会場に姿を現したところ取り押さえられ、スタッフに連れて行かれる途中で加乃と広川の会話を聞き及んだらしい。その後スタッフルームに留め置かれたが隙を突いて抜け出して、ああいうことに。

　話を聞いて一つ合点がいった。広川とあの話をした通路は、隠し通路とでもいうかスタッフ専用で、どうやって一般客のはずの彼女が話を聞いたのか不思議だったのだ。

　さらに聞くと、その別カップルは授かり婚で花婿は花嫁一筋。闖入者と付き合っていた事実はまったくなく、むしろ付き纏われ、悪質にも結婚すると周囲に吹聴されて困っていたそうだ。だから招待客も事情を聞いていたスタッフも警戒していたのだが、それが裏目に出たのか、身代わりがばれないように最小限のスタッフで回していた加乃たちのほうに来てしまったという。

　加乃はそのカップルを担当した先輩同僚に同情を禁じ得ない。自分たち含め、どちらも当ブライダルサロン史上、記憶に残る結婚式となってしまったのは間違いない。

「加乃」

　蔦原が加乃の耳にだけ届く小さな声で名を口にする。

　頷いてバンケットスタッフから花束を受け取った加乃は、媒酌人夫人の前に立つ。

〈本来でしたら、花嫁様のご両親に花束が贈られるのですが、今日の佳き日に媒酌人としてお骨折りいただいたご夫妻に、花嫁様花婿様からたっての希望で贈られます――では拍手を〉

　司会者がタイミング良く説明を入れ、かかるＢＧＭはこれも花嫁拘りの選曲。会場を盛り上げていく。

　意外そうな目を向ける媒酌人夫人に笑みを返し花束を差し出すと、彼女は顔を綻ばせて受け取ってくれた。

　一時は、こんな花嫁の身代わりなんて蔦原の友人なら止めてよと思ったけれど、こうして披露宴の終盤までこれたのはこの媒酌人夫妻の尽力があったかららしい。蔦原が席を外している間、会場を取り仕切っていたそうだ。

「あなたなら素敵な奥さんになりそうね」

「え？」

　夫人に小声で囁かれる。けれどどう捉えたものか、意味を量りかねて小首を傾げた。

（わたしが代役って知ってるのよね？　なのに？）

「蔦原、良い家庭を築けよ。俺らを見本にしてくれて良いぞ」

「おい」

　媒酌人と蔦原は本当に気の置けない友人同士らしい。声が聞こえた周囲は笑顔で拍手をくれていた。

〈ではここで、もう一つ花束をご用意いたしましたので、贈呈と参りましょう。よろしいですか？　花嫁様、花婿様〉

（もう一つ？）

　司会者の言葉に加乃は驚いて蔦原を見る。彼は怪訝そうに司会者を見ていた。

　どうやら蔦原も知らされていなかったらしい。

　そのとき、花婿側のゲスト席に一筋のスポットが当たる。誰に、と目を向ければ、蔦原の祖母だった。

「俺が急遽手配した。ほれ、嫁さんと渡してこい。このばあちゃん子め」

「お前……」

　媒酌人の友人を睨んだ蔦原が、ついと横を向く。

（あ、照れた？　もしかして？）

　蔦原の今日一番の表情。加乃は良いものが見られたと笑みを深くした。

　まったくなんて素敵なサプライズ。友人の気遣い、最高ではないか。

　不用意にゲストに近付いて、身代わりがばれたらどうするのだという懸念は、今もなくはない。そのためにできるだけ距離を取ってきたのに、ここでリスクを冒すのかと思わないでもなかったけれど――。

「行きましょう、正真さん。おばあ様にお花を届けに」

　スタッフから花束を受け取った加乃は、蔦原に声をかける。

「そう、だな」

「良い香り」

　片腕で花束を抱き、打掛の裾を押さえながら、蔦原と祖母が座る席まで歩く。

「あらあら、私なんかが頂いて良いのかしら」

　前に立つと、黒留袖を着こなした上品そうな老婦人は、目を細めた。

「ああ、受け取ってくれ」

　ぶっきらぼうに言い放つ蔦原だが、それが照れ隠しであることに気付かないはずはなく、加乃は笑みを湛えて抱えた花束を差し出した。

「あのね、この子、誤解されがちなのだけど、本当は優しい子だから。これからこの子を頼みますね――」

「おばあちゃん、それは、今いいからっ」

　花束を受け取って心配げに言う祖母に、赤面して蔦原が声を荒らげる。

（またイイ顔いただきましたー）

　冷徹ＣＥＯの肩書きが形なしとなってしまった蔦原を微笑ましく思いながら、加乃は祖母の手を包むように重ねた。

「はい、優しい人です。わたしのほうこそよろしくお願いします」






〈本日の結婚披露宴はこれをもちまして閉宴となります。ご用意がお出来になられた方よりご退出いただけますよう、お願いいたします。出口では花嫁様、花婿様、そしてご媒酌人ご夫妻様がお見送りに立たれております。気軽にお声がけなどされてお進みください〉

　披露宴の締めの言葉を司会者が口にする。

　蔦原の陰でなるべく目立たないように、と思っても存在感のある色打掛なので無理があるが、加乃は頭にかかったフラワーシャワーの花弁を彼に取ってもらいながらそれを聞いた。

　あの花嫁は、ここでキャンディボックスを手渡したかったようだが、もちろんなしだ。

　そうして最後のゲストを見送り、二人で戻る。親族用の控室ではなく、加乃が着替えに使う花嫁用の控室だ。その部屋に蔦原を始め、今日運命共同体の如く苦楽を共にしたスタッフが集まっていた。いないのは花嫁の両親で、彼らは隣室の親族用控室のほうにいる。

　媒酌人夫妻には、改めてお礼の場を設けるそうで、会場の前で別れた。二次会もなし。

「終わったな」

「ええ……」

　心身ともに疲れを覚えていたが、今は難題をクリアした達成感のほうが強かった。と言うかちょっと動きたくない。着替えなければ、とは思うものの二人してソファにぐたりと身を沈めた。

「お疲れ様でした」

　そんな蔦原と加乃の前に、沢野が淹れたばかりのお茶を置く。さすが気遣いに長けた介添人だ。最後まで良い仕事をしてくれる。

「今日は……ありがとう。こうして終えられたのは、加乃……、いや大谷さんのお陰だな」

「わたしは別に……」

　名前で呼んでいたのに名字で言い直され、加乃は物寂しさを覚えた。

（茶番が終わったんだもの。当然じゃない）

「それから、いろいろ無理言ってすまなかった。レイトンのブライダルスタッフは最高だ。君たちも楽にしてくれ」

　蔦原が、上司を始め部屋に居合わせたスタッフに労いの言葉を言うと、皆一様に表情を緩めた。

「ですが、まずは着替えられてはどうでしょう。お衣装のままですと、寛げませんし」

「それもそうか」

　沢野の至極当たり前な提案に蔦原が答え、立ち上がる。

　だが彼が部屋を出ていくことはかなわなかった。ドアがノックされ蔦原が応じると、姿を見せたのは宿泊部統括支配人だった。つまり元彼の組織上の上司になる。それも一般企業で言うなら常務クラスだ。

　てっきり花嫁の両親が来たのかと思ったらしい蔦原は、入ってきた高齢の紳士に名刺を差し出され怪訝そうに眉を顰めた。

「お疲れのところに申し訳ありません。この度は当方のスタッフが大変失礼をしたとのこと、お詫び申し上げる次第です」

　そう言って、支配人は蔦原に頭を下げた。

「はて、何のことでしょう？」

　蔦原がソファに再度腰を下ろすと素知らぬ顔で返す。

（わかっててやってる）

　まずはとぼけて、今回の件をどこまで問題視しているのか相手の出方を探る気なのだろう。直属上司のフロント部の部長ではなく、さらに上の支配人が出てきたことで、ある程度予想はつくけれど。

　ホテル側の人間ではあるが当事者の加乃は、蔦原と宿泊部統括支配人に目を遣り、内心を悟られないよう表情を固めた。

「先ほど、ホテルマンとして到底看過できない失態を犯したと報告がありました。取り急ぎまずは謝罪を、とお伺いいたしました」

「……とあるフロントマンが礼儀を逸し、慮外にも結婚式中の我々に絡んだ件で良いのかな？　本人は？」

「はい。外に控えさせております」

　支配人は再び頭を下げる。

「どうする？」

　蔦原が加乃に問いかける。だが加乃にしてみれば、せっかく達成感に浸りひととき寛ごうとしていたところに水を差されたのだ。「そんなこと訊かれても」が正直な気持ちだった。もう元彼のことなど心にほとんどないのに。

　しかし、どうしてこんなに早く、上層部にまで伝わったのだろうとも思う。もしかして誰かが直接話をしたとか――……。

　元彼が蔦原に絡んだとき居合わせたのは介添人役だった沢野だ。加乃を侮辱し貶める話をＳＮＳでしていると怒り、絞めても良いかと訊いたのは友人の美容スタッフ広川。

（え？　そういうことなの？）

　加乃が二人に目を向けると、彼女たちはこの上なく良い笑顔で頷いた。

「――私への謝罪は不要です。天下のレイトンとして処理してくれればそれで良い。ただ彼女を見下し不当に傷付けたことは、きっちり贖ってもらいたい。特に事実無根の不名誉な話を広められた件については――」

　と、一度言葉を切った蔦原は、「同じホテルスタッフだからと適当に済ませたときは、然るべき対応をさせてもらう」と続けた。纏う空気が冷ややかとなり眼差しに凄味が増す。

「も、もちろんです。彼をここに入れても構いませんか？　謝罪をさせたいので――」

　それを聞いた途端、加乃は首をぶんぶんと横に振る。心底悪いと思っての謝罪なら受けないこともないが、元彼は自分が悪いだなんてこれっぽっちも思ってないだろう。どちらかというならもう顔なんて見たくなかった。

「申し訳ないが、これ以上は日を改めてもらいたい。さすがに疲れたからね」

　首を振る加乃の様子に蔦原が代わりに答える。

「そうですね、ではまた後日改めて謝罪の場を設けさせていただきます。お疲れのところ、お時間を取っていただきありがとうございました」

　支配人は深く礼を取り、部屋を後にした。

　ドアの閉まる音がすると途端に空気が和む。直属の上司と違い、総じて顔を合わせることはなく、直接話す機会などそうそうない支配人だ。どこか身構えていたようで力が抜ける。

　そんな気も抜けた状態だったからか、加乃はつい恨みがましく事の発端を口にした。

「……元はと言えば課長が昨日、不用意にわたしの昇進の話を彼にしたからですよ」

　今朝、顔を見るなり彼は、そう言って加乃に詰め寄った。

「何のことだ？　昨日？　昨日は――ああ、フロント部の課長とそんな話をしたな。今度フロントの女性スタッフをチーフに推薦したって言ったから、うちもチーフに推した女性スタッフ――君のことだけど昇進が決まったと……、ん？　もしかしてそれか？」

「課長――」

　つまり元彼は立ち聞きしたのか。どこで話をしていたのか上司が不用意なことに違いはないけれど。

　しかもフロントも女性スタッフがチーフに昇進するらしい。聞くとその女性は元彼と同期だったというオチまで付いた。

（はっ、そういうことね）

　加乃は、呆れて「ふんっ」と鼻から息が抜ける。あそこまで詰られ蔑まれた理由は、嫉妬と妬みに因るもの。どうあってもその程度の男でしかなかったということだ。

「大谷さん、チーフ昇進、おめでとう」

「うん、おめでとう。良かったね」

「あ、ありがとう」

　沢野と広川から言われ、背中がこそばゆい。加乃は、持つべきものは友だと思った。今日遣り遂げられたのも、彼女たちのお陰だ。そして上司。

「大谷さん、もうすぐ十七時だし終業には少し早いけど、今日はもう上がって良いよ。後のことはこちらでやっておくから」






　レンタル衣装から私服に着替えた加乃は、上司のありがたい言葉に従い、控室を後にした。

　向かうは、エグゼクティブラウンジ。花婿用の控室に戻る蔦原に去り際、話があると言われたからだった。

　エレベーターでホテル上階のエグゼグティブフロアに着くと、周囲を見回して彼を捜す。

　その姿はすぐに見つけることができた。

（いた――）

　偶然にも朝と同じテーブルで、そのときと同じ白のシャツと濃色のスラックス。脇にはジャケットを置いていた。

　ここでコーヒーを飲んだのはつい今朝方のことなのに、随分懐かしく感じる光景だった。

　加乃はそっと近づき、正面に回ると声をかける。

「蔦原様、あの、お待たせしましたか？」

「ああ、まあ少しな」

　蔦原は持ち上げていたカップを戻して口もとを僅かに緩めた。それが彼の笑みだということはもう知っている。

「……そうですか。あの蔦原様、これを」

　腰を下ろし、オーダーを取りに来たラウンジスタッフにコーヒーを頼んだ加乃は、左手から指輪を外すため、指をかける。

「指輪が気に入らないと？」

「い、いえ、そういうことでは。ただ、もう結婚式は終わりましたので、これをお返ししなければと――」

　色打掛から私服に着替えたとき、余りにも加乃の左手の薬指にしっくりと嵌っていて、違和感もなかったからつい外すのを忘れた指輪。借り物だということを失念していた。

　だから気付いたとき、すぐに指輪を用意した沢野に言った。それがまさかの返答だった。

『返却するとは聞いていませんので、直接蔦原様に訊ねてもらえませんか？　購入手続きも終わっているんです』

　そう言ってリングケースまで渡してきた。

　加乃にしてみれば「いつの間にそんな手続きを？」だった。今日はほぼ一緒にいたのにまったく知らなかった。

　もっとも、指輪を用意するよう沢野に指示したことに気付かなかったのだから、偉そうなことは言えない。

「その指輪、似合っていると思うが……彼に義理立てか？」

「か、彼……？　ここでまたそれを言いますか」

　ひくりひくりと目もとが痙攣する。

「そうじゃないなら嵌めてろ。それで、だ」

「……はい」

　嵌めてろ、と命令されたと言うのに、きゅんと胸が鳴ってしまった加乃は、緩みそうになる表情を引き締める。

「今朝、ここで俺が言った言葉を憶えているか？」

「ここで、ですか？　えっと……」

　引き抜きたいとか見る目とか、戯れに話をしたことか。

　もちろん憶えている。そのときは身代わり花嫁を務めるなど思いもせず、担当のブライダルコーディネーターとして距離感を図りつつ、当たり障りなく話をした。

「初めは冗談のつもりで言った。だがあれから考えていた」

「あの、何を……？」

　何を言われるのかと身構えた加乃は、まるでその先の言葉を知っているように、鼓動が乱れ始める。畏れ多くも彼は――。

「俺の嫁にしたい」

「嫁って。……花嫁役は、先ほど終わりましたよ？」

　とくんとくんと、心臓が煩い。震えがくる。それらを悟られまいと、加乃は慎重に返す。

「それから、俺はフリーだ、という話もしたな。元彼に絡まれたあと」

「――ええ」

　確かに言われた。新しい恋の相手にどうだ、とそれこそ冗談のように。

「加乃」

「は、はい……っ」

　名を呼ばれ、息が詰まる。ひとときの夢は醒め、もう呼ばれることはないのだと思っていたのに。

　そして告げられたのは――。

「このまま結婚を本物にしないか」

「結婚を本物って――、わ、わたしは、今日、付き合っていた男と別れたばかりで……」

　胸が苦しい。その気がないなら、すぐにこの場から立ち去るべきなのはわかっている。常識を持ち出して考えれば、こんなの不可でしかないことも。

「それがなんだ。俺だって色々あったが、結婚式当日に花嫁に逃げられたことに違いはない。だが今日お前と一緒にいて、その度胸と冷静さに惚れた。俺の結婚相手はもうお前以外考えられない」

「で、でも……」

「お前を逃さない。覚悟はいいな」

　蔦原が口角を僅かに上げて、彼らしい人の悪い笑みを浮かべて加乃を見る。

　これは最終通告だ。

　加乃は「逃げられない」と、蔦原の眼差しを正面から受け止め、胸一杯に息を吸いゆっくりと吐き出した。蔦原への想いが表面張力ぎりぎりまで高まっていた。

　指輪を返すためと、言い訳をしてここまで来たところで、答えは出ていたのだ。

（――ここに来たのが、わたしの答えね）

　加乃は笑みを蔦原に向けると、頷くのだった。






　ラウンジを後にして、二人で蔦原が取っていた部屋――エグゼクティブスイートルームに向かう。上昇するエレベーターの中でも部屋へと向かう通路でも、言葉を交わすことはなかった。何を言えば良いのかわからないというのもあった。

　ただ鼓動が、初めて恋を知ったときのように、どくどくと痛いほど胸を叩いていた。

　ドアを開け部屋に入るなり、抱き締められた。息を吐き出す間もなく唇を貪られる。

「んっ、んん」

　いつ息をすれば良いのか、タイミングが掴めないまま、ひたすら口内を侵す蔦原の舌に翻弄される。

　控室で交わしたキスなど、まるで子供騙し。あのときはまだ、抑えてくれていたのだ。

「ひゃ……んっ、んん、あふぅ」

　蔦原に唇を甘噛みされ、ねぶられ、そしてひととき解放され、加乃は今がチャンスとばかり、息を吸う。息継ぎのようだと思った。そしてまた口付けられる。

「んふっ、んんっ」

　口が塞がっているときは、鼻で息をすれば良いのだけれど、それでは鼻息がかかるじゃないかと埒もなく考え、けれどすぐにどうでもよくなった。蔦原とのキスはとても甘美で加乃は夢中になる。

　舌を絡められて口内から誘い出される。舌先で互いに突つつき合い擦り合わせれば、チュクチュクと濡れた音がした。

「加乃――」

　耳もとで囁かれて、鼓膜から沁み込んでくる蔦原の声に目眩がしそうだ。これまで当たり前に呼ばれていた自分の名前が、まったくこんなにも甘い響きを持っているなんて思わなかった。

「あ……」

　着ていた上着に手がかけられ、するりと足もとに落ちた。

　そう言えば蔦原が腕にかけていたジャケットはどうしたのだろうと、今さらのように辺りを見回せば、それはとうの昔にリビングのソファに向かって投げ捨てられていた。

　シャツがスカートのウエストから引き出され、裾から手が潜り込んでくる。式典中は自制していた行為だ。

　手は加乃の膨らみを捉え、下着の上から強弱をつけて揉みしだく。

「ああんっ」

　自然に声が出てしまう。感触がもどかしい。厚みのあるブラの上からではなくて、直接触れてほしいのだ。

　シャツのボタンがすべて外され、上着同様下に落とされる。

「んんっ」

　加乃は小さく呻く。露になった肌に唇が寄せられ、舐められる感触でぞくぞくする。

（わたし……今日……変……）

　どうしてだか体が過敏になっている。今ならどこを触られても、いつも以上に反応してしまいそうだ。

　気付けば蔦原の手が、腰の辺りをさすっていた。スカートのホックを外されて、ファスナーも引き下げられる。緩められたスカートは自重ですとんと床に落ちた。

　ストッキング越しに尻を撫でられ引き寄せられると、当然のようにしっかりと存在を主張する蔦原が腹に当たった。

（あ……こんなにも……）

　加乃を欲している紛れもない証だった。

「こっちだ」

　体を密着させ縺れるようにして、奥のベッドルームに向かう。中に入ると、抱きかかえ上げられ、二つ並んだセミダブルベッドの一つに横たわらせられた。

「きゃっ」

　蔦原にストッキングを剥ぎ取られ、悲鳴染みた声が上がる。

　きっとドアからここまで、二人が着ていた衣服が点々と落ちているだろう。

　加乃は自分がいつパンプスを脱いだのか、憶えがなかった。

「良い眺めだ」

　履いていた靴を放り投げた蔦原が、ブラとショーツだけになった加乃を跨ぐようにベッドに上がり、膝立ちで着ているものに手をかけた。シャツも肌着も思い切りよく脱いで、スラックスの前を寛げる。

（……凄い、あんなに……）

　そこは、蔦原の剛欲が今にも弾けそうに下着を押し上げていた。

　思わず見入って加乃は喉を鳴らす。

「何を見ている？」

「えっと……」

　問われて加乃は、恥ずかしさから気まずげに目を逸らすも、否応なく鼓動はどきどきと大きくなって呼吸が速まっていく。

　蔦原が覆いかぶさってくる。それを受け止めた加乃は、重みと触れる肌の温もりに、愛しさと安堵とこれから始まる二人の未来に思いを馳せた。

















【エピローグ】非日常が日常となるとき、愛は止まらない












　ベッドの際で間接照明が、汗ばんだ肌を惜しげもなくさらして愛欲に体を重ねる二人を浮かび上がらせる。

「あ、あ、あ、やぁ――、蔦原様ぁ」

　やわやわと胸の膨らみを揉みしだかれて頂の薄紅を絞り出すように摘まれる。つんと尖った実を弾かれて捏ねられ、覚える痛みが悦びを呼んで、加乃は嬌声を上げる。

「また名字呼びになってるぞ。名前で呼べ」

「あ……、ひぃん、んんっ、しょ……正真……さ……ん」

　喘ぐ呼吸の合間になんとか名前を呼び直せば、正真が満足げに情のこもった眼差しを向けた。

「そうだ、俺たちは結婚したんだ。夫の名くらいちゃんと呼べ」

　そう言うと正真は、頂の実を口に含んだ。舌先で突つついて、ねとりとねぶって吸い上げる。

「んんっ、あ、そん、な、ちょっ、と、ま、待って……」

　加乃は、再び施される愛撫に「少し待ってほしい」と懇願する。

　先ほど正真に口と指で、官能の要所を攻め立てられ、体を繋げてもいないにも関わらず達したばかりなのだ。

　なのにその熱も冷めやらないまま、同じようにまさぐられては敵わない。今ひととき息を整える暇がほしかった。

　けれど正真がそれを許すはずもなく。

「もう待てない。俺も限界だ。加乃と繋がりたい」

「あ――……」

　正真の雄茎は尖端から滴を垂らし、もうぎちぎちに反り返っていた。

　体を繋げたいという欲望は、加乃とてあった。とはいえそれを口にするには、どうしても気恥ずかしさが先に立つ。

「嫌なのか？」

「いえ……あの……」

　気まずげに視線を左右にさ迷わせた加乃は、正真に覗き込まれ言葉を濁す。けれど、ここで躊躇っていても始まらない。

（もうっ、女は度胸!!）

　加乃は、自分を組み敷く正真に手を伸ばして引き寄せると、その背を抱きしめ首筋に顔を埋めた。

「えっと……、気持ち好くして？」

「任せろ」

　小声で伝えたら生真面目な顔で返された。

　唇を重ね、舌を絡ませて吸い合えば、頭の芯が痺れて下腹の奥がきゅんきゅん色めきだす。キスだけでこんなにも蕩けてしまうなんて、どれだけ相性が良いのか上手いのかわからない。

　正真の手が下腹を掠めて濡れそぼったままの秘裂をまさぐりだした。蜜を湛える膣孔に指を沈めて小刻みに動かす。隘路を擦り広げて掻き混ぜれば、ぬちゃぬちゃと蜜音が上がる。

　同時に淫珠もなぶられ、包皮を剥いで指腹で撫で擦られると、強すぎる官能が全身を駆け巡って、加乃はつま先を突っ張らせる。

「ああっ、あ、あ、ああっ――」

　ぎゅぎゅっと押し上げられる感覚とともに頭の中が一瞬真っ白になった。背を反らし、がくがくと唇を震わせて、そうしてぱたりとシーツに沈む。また達したのだった。

「すごいな、ぐしょぐしょだ」

　正真が中を探っていた指を引き抜き、加乃に見せ付けるように指に着いた蜜をぺろりと舐めた。

　その様子を目の当たりにした加乃は、激しい羞恥を覚え手で顔を覆った。

（そんなの、舐めないでよっ）

　見せるなと言うべきか。

「――これだけ濡れてたらいいな」

　少しして、正真が加乃の脚を左右に割り、間に自らの体を入れて腰を抱えた。

「あ……」

　妙な間があり、ふと指の隙間から正真を見ると、猛りには避妊具が被せられていた。

　どうやら服を脱ぎ捨てながらも、手が届くところに小箱を置いていたようだ。

　ぬるりと秘裂を何かに擦られる。指にしては動きが単調で、それが正真の猛りだと知れる。

　正真はすぐに突き入れず、そのまま蜜をこぼす膣口を猛りの尖端で擦り始めた。まるで自身に蜜を馴染ませているようだった。

「あ……、んふっ、くぅ――」

　幾度か擦り上げられた後、猛りの尖端が潜り込んでくる。指を何本まで入れられたのか定かではないけれど、それを上回っていることは確かな、圧倒的な質量だった。

「あ、あ、あ、あ」

「濡れてても結構きついな」

　腹の中の押し上げられるような圧迫感を逸らすため、加乃はできるだけ下肢から力を抜いて迎える。徐々に深くなっていくそれが、ずくんと最奥を突き当てたとき、ようやく収められたと安堵の息を吐いた。

「大丈夫か？」

「うん、平気……。でも少しこのままでいて」

「わかった」

　体を繋げたまま正真が加乃に覆いかぶさる。

　体にかかる正真の重みで胸が圧迫されて呼吸が苦しいけれど、それよりも一つになった悦びが勝り、愛しさで泣けてしまいそうだった。

　まさかこんな出会いがあるなんて。すべて夢なんじゃないかと埒もない考えが脳裏をよぎり、覚えた不安が口をつく。

「どうしよう。目が覚めてあなたがいなかったら」

「何を馬鹿なことを。せっかく手に入れたお前を手放すわけがない」

　でも、と思う。余りに突拍子もない一日だったから、すべて夢でしたと言われたほうが現実味があるのだ。

「……今にして思えば、花嫁の代役に決めたときには、もうお前に惚れていたのかもしれないな」

　加乃の表情から、何か感じ取った正真が続ける。

　結婚などただの形式、契約に過ぎないと舐めていた男は、罰が当たったように花嫁に逃げられた。だが期せずして、そこには恋人と別れたばかりの女がいて。

　男は千載一遇の恋に堕ち、この出会いを逃さないとばかり、花嫁の身代わりを押し付け、結婚式を敢行した。そして完遂。

　本来ならば、式はキャンセルして改めて縁を結ぶべきだったのだろう。

　けれどあのときは、それしか考えられなかった。敏腕と称したＣＥＯが聞いて呆れる。愚かと言うなら、甘んじて受け止める――。

「人間、いざとなったらとんでもないことを思い付くものだ」

「それには同意ね」

　加乃にしても正真がいたから、自分の過ちに気付けた。もし、今朝正真と出会わなければ、元彼に縋って、この先の人生を見誤ったかもしれない。

「……そろそろ良いか？　動くぞ」

　少し会話に集中してしまったが、正真の猛りは力を漲らせたまま加乃を圧迫し続けていた。迎えた膣口は大きく広げられて、じんじんとひり付いている。

　それでも最初覚えた強烈な異物感は薄れてきていて、体が馴染みつつあった。

「んっ」

　上体を起こした正真が、加乃を抱え直しゆるゆると腰を引く。するとずるりと出ていくものを感じた加乃は、それに無意識ながら追い縋る。

「きゃっ、ああっ」

　中のモノが抜け落ちそうになる寸前で、勢いよく穿たれた。それを繰り返され、抜き差しする速さが徐々に増していく。

　加乃が異物感を忘れて官能に悶えだすころには、じゅぶじゅぶと突き混ぜられて上がる蜜音が、繋がりから聞こえていた。

「くそっ、堪らんっ」

「あん、ああ、んあ、あ、あっ、ああ――っ」

　浅く深く押し入れる角度を変えてねじ込まれる。膣壁が抉られ、最奥を突き打たれる。

　その行為がいよいよ激しくなって、隘路はもう、正真の形に広がっているだろう。繋がりから滴る蜜が尻へと伝ってくる。

　正真が腹側の蜜壁をごりごりと擦ったとき、加乃は喜悦に濡れた声を上げてのたうち悶えた。媚肉の性感を引き出されたのだった。

「やあっ、そ、そこ――、はぅっ、んんっ、んぐっ」

「ここだな」

「や……、だ、駄目っ、何度、も、こす、っちゃ……、ああっ」
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　背を撓しならせて善がる加乃の反応から、そこが「イイところ」だと知った正真が、執拗に攻めだした。勢いで穿つのはやめ、確実に媚肉に当たるよう狙い澄ます。

「んっ、ふぅ、んくぅ」

　加乃は幾度目になるのか達しようとしていた。口もとからは喘ぐ余り、上手く息が継げずに唾液が零れて顎を濡らしていた。

「じゃあ、ここも」

「えっ？　あ、あ、そ、そんなぁ――!!　あ、あ、あ」

　ここってどこを、と加乃が疑問を浮かべたのと、答えを知るのはほぼ同時だった。

　正真が自身を迎えている肉裂に指を這わせ、潜んでいた淫珠をいじり始めたのだ。

「可愛く膨らんでるな」

「ひゃあんっ、んぐぅ」

　押し潰すようになぶられ、突つつかれ、びりびりと電気に当てられたような刺激で息が詰まる。その責め苦は、媚肉の悦びと絡み合い、いっそう官能を煽って加乃を追い立てていく。

「は、あっ、あぐっ、あああああ――っ」

　ついにはふるふると首を振り、唇を震わせて一際高い嬌声を喉から迸らせた。

「またイったな――だが、まだ放してやるわけにはいかない」

　これ以上何を……と加乃は困惑を隠せず、正真に目を向ける。

「そんな顔するな。もっとお前と愛し合いたいだけだ」

「愛……し、合い……た、い……？」

　喘ぎすぎたせいか、紡いだ声は掠れていた。

「ああ。今度は俺をイかせてくれ」

　正真がにやりと口もとを歪めて加乃を見下ろす。

　その表情はもうよく知っていた。感情を表に出すのが上手くない彼が浮かべる笑みだ。

　加乃は、猛烈に愛しさを感じて、正真の手を取ると掌に唇を寄せる。

「そんなに可愛いことするな。どうして良いか、わからなくなるだろうが。結構ぎりぎりなんだぞ」

　正真は口角を引き上げ、加乃の唇を指でなぞった。






　ぱつんぱつんと肉がぶつかり合う音が、部屋に響く。

　仰向けのまま加乃は、膝立ちとなった正真に腰を抱え上げられて、昂る楔を激しく打ち込まれていた。その勢いは、媚肉を擦っていたときとは比べるべくもなく、蜜孔をこれでもかと穿って最深の肉壁までがんがんと突き打つ。

「や、駄目、お、奥、当たって、きゃあ、あ、あぅっ」

　抜き差しする正真の猛りに翻弄され、加乃は猥りがわしく善がり、嬌声を上げ続ける。

「んぁ、はぅ、んんぁ、は、はげ、しっ、す……ぎ……」

「ああ、もっと激しくするぞ」

「ひゃあんっ、うくっ」

　宣言通り、正真が加乃の腰を抱え上げ、がつんがつんと打ち付けてきた。その勢いに合わせて浮いた脚が宙で揺れる。最奥の突き止まりまでも貫いてしまいそうな腰使いは緩まることなく、加乃を追い立て、猛りが突き入れられる度、その迎える肉裂から蜜が溢れ滴る。

　肉を打つ音は湿りを帯びて、正真の顔つきが切なくなっていく。

「くぅっ」

　不意に正真が呻いた。腰を押し付け深く交わった状態で、あれほど激しかった動きが止まる。

　加乃は自分を穿つ正真の猛りが一瞬大きく膨れたような気がして、彼を見上げた。

（そっか、今――……）

　正真が達したのだ。一緒に極めることはできなかったが、加乃は満たされている自分を感じた。そして、今は避妊具を使っているが、いずれ不要となるそのときは、この身に思いきりぶちまけてほしいと希こいねがう。

　だから少し甘えてみたくなって、どこか恍惚として肩で息をしている正真にねだった。

「ねえ……、キス、して？」

「いや、先にこれを……」

　避妊具の処理が先だと言う正真に、拗ねたように少し口を尖らせつつ、手を伸ばす。

「キス、駄目？」

「まったく可愛いことを」

　仕方がないとばかり正真が、慎重に加乃に被さり、口付けを落とす。

　それは触れるだけの淡いものだった。ここでまた口内をねぶりつくす濃厚なキスをして夢中になったら、折角ゴムで受け止めた熱精を零してしまうかもしれないからだろう。

「わたしね……、今、嬉しいの」

　そう告げると、正真が少し怪訝そうに目を眇めた。

「そりゃ、俺も加乃と抱き合えて嬉しいが……？」

「あなたが、わたしの中でイったことがよ」

　抱きあえて嬉しい――それもあるけれど、と加乃がほわりと笑むと、正真が眉根を寄せて目を細めた。

（もっと普通に笑いかけてほしいな）

　その表情は、決して気分を害してこちらを睨んでいるわけではない。今日一日一緒にいた加乃にはわかる。

「――そうか。俺も加乃をイかせられて、嬉しいと思ったよ」

　それを聞いた加乃は、正真が同じように感じてくれていたことがまた嬉しくて、笑みを深くした。






「ひぅっ、くっ、んあっ、あ、あっ」

　避妊具を付け替えた正真に、今度は俯せにされた加乃は、背後から挑まれていた。尻を上げて突き出したところに、肉楔を打ち込まれる。なかなか閉じることができない口は唾液を零し、シーツに滲みを作る。

「すごいな、加乃の中、絡みついてくる」

　幾度も絶頂を迎えた体は、正真を容易く呑み込んで、甘く痺れる責め苦に応える。

　正真がゆるゆると突き入れた猛りを引くと、まるでそれを阻むように膣壁が締まるらしい。

「んっ、は、あ、そ、そう、な……の？」

　どうやら下腹に力を入れるのが、それなりに功を奏しているようだ。けれどこの後そんな細工をする余裕はなくなることになる。

「きゃふっ!?　あぐっ、ううっ」

　背中を撫で上げた手を脇から胸に回し、重量のままに垂れ下がる膨らみを、乳を搾るように鷲掴んだ。

「これをこうして……」

「きゃっ、ああ、あ、あ」

　指の間で頂の実を挟み、引っ張って尖端を爪で擦って弾く。

「うくっ、締まるっ。ならこれなら――」

「きゃああああああ」

　加乃はいきなり変わった視界に驚いて悲鳴を上げた。正真が貫いたまま、加乃の体を引き上げ起こしたのだった。

「やぁあ、あ、あ、そ、れ……っ、だ、めええ――」

　胸を弄んでいた手を片方下腹部に這わせ、これまでの刺激で敏感になっていた淫珠を摘み転がす。

「すごいな、加乃の中が、きゅっきゅと締まる」

「んぐぅっ、だめ……そんな、しちゃ……だめ……」

　加乃は唇をわななかせて首を振る。

　蜜膣を穿たれ、頂の実を摘み捏ねられ、そして剥き出しの充血した淫珠を転がされての悦びは余りにも強烈で、思わず意識を手放してしまいそうだった。

「……これは徐々に慣らしていくか」

　駄目と喘ぐ加乃を宥めるように、正真が腕に閉じ込め首筋に口付ける。

「ん……」

　背中に感じる肌の温もりが心地好く、チュ、チュ、とリップ音をさせながら首筋から肩口へと滑る唇の感触に加乃は吐息を漏らした。

　官能の要所への刺激には到底及ばない緩やかな愛撫は甘く、加乃をひととき落ち着かせた。

「加乃、もう少し頑張ってくれ」

「ふぇ……？」

　振り返り正真を肩越しに見詰めた加乃は、腰を抱えられたまま突き上げられ、その意味を知る。先ほどまでと違い、体を起こした状態での交わりは、穿つ角度のせいで深くは届かなくとも、膣孔の思いもよらない箇所を抉って加乃を翻弄しだす。

「うんんっ、あふっ、ああ、あああ」

　ぞりっと比較的浅い腹側の膣壁を擦られた。びりびりと走った悦びで、加乃は体を支えきれず前に倒れ込む。腰を掴まれていたので、シーツに顔から沈むことはなかったが、尻だけを高く上げた体勢は、恥ずかしくて堪らない。

　しかしすぐに気にならなくなっていく。正真の腰使いが激しくなっていき、ときおり淫珠を転がして、加乃をいっそう悶え喘がせる。

「ひゃうっ、ううっ、ああ、あぅんっ、んんっ!!」

「まったく、堪らないな」

　正真が何か言ったが、それを加乃の耳が捉えることはなかった。突き上げる勢いはますます増していき、喘ぐ自分の声が頭の中で反響して、前後不覚寸前まで追い詰められていく。

　そして互いの境界線が曖昧になって溶け合わさっていくそんな感覚の中、高みから身を躍らせたような浮遊感を覚えて、ついには意識を飛ばした。

　遠くで自分を呼ぶ正真の声が聞こえた気がした。






　そして一カ月後――。

「チーフ、スケジュールこれで良いですか？」

「オーケーです。でも念のために次回お客様が来店されたとき、ゲストや引き出物の数量はそれとなく確認してください」

　無事に昇進を果たしブライダル部のチーフとなった加乃は、指導している今年新卒で入った後輩が提出した書類をチェックしていた。

「はい、わかりました。ああ良かった。チーフが休まれる前に見てもらえて。明日からですよね、ハワイ」

　明るい声で言われ、加乃はひくっとする内心を隠して少し困ったように答える。

「ええ、二週間ね。仕事、大丈夫だとは思うけど、もし何かあれば課長に訊いてもらえば良いわ」

　加乃は、ちらりと奥にいる上司を見る。

　当初、挙式の半月後に行くと聞いていた新婚旅行は、加乃の休暇取得が間に合わず日程を改めざるを得なかった。

　だから多少強引な気もしなくもなかったが、加乃はこれまで取得していなかった有給休暇を消化するため、上司に心を尽くして存分にもぎ取らせてもらったのだ。もちろんその間の仕事は、この一カ月で周囲には影響がないように割り振り、世話になった他部署も含めて根回しも頑張った。

　結果としてこれで良かった。お陰で身代わりでなく自分の名前で手配をすることができたのだから。

「いいなー、やっぱり新婚旅行と言えばハワイですよねー。私も行きたいなー。あ、お土産楽しみにしてますね」

「はいはい、お土産ね」

　後輩に返事をしながら、加乃はあの怒涛の身代わり花嫁を務めた日を思い返す。人生は本当に何がどう巡ってくるかわからない。まるで夢を見ているような一日だった。

　けれどこれは現実だとでも言うように、「ブライダルサロンのシンデレラストーリー」とブライダルスタッフのみならず、バンケットやフロントのスタッフの記憶にもしっかりと刻まれていた。

　宿泊部統括支配人からの謝罪は、後日丁重になされた。詫びとして海外にある同系列ホテルでも利用できる宿泊券を受け取り、明日からの休暇で行くハワイでは、それを利用するつもりだ。

　それから支配人指導のもとにされた元彼からの謝罪は受け入れた。フロント部内での立場と思うようにならない昇進で、ストレスを相当に溜め込んでいたという話を聞き、当時付き合っていた身としては、申し訳ないと思う気持ちもあったからだ。後で、経緯を知っている美容スタッフで友人の広川や介添人をやってくれた沢野からは、「甘い!!」とそれぞれに言われたのだったが。

　そして彼は要再教育ということで研修施設に送られた。今頃は入社一年目の新人と一緒に一際厳しくカリキュラムを受けているだろう。

　ほかにも、元彼の問題行動が宿泊部統括支配人の耳に入るのが異様に早かったのは、広川が支配人の奥様とＳＮＳで遣り取りするほど親しい仲だったからだそうで――。

　まったく、持つべきものは友である。

「チーフ、あそこに」

「え？」

　後輩につんつんと指で突つつかれ、言われたほうに目を遣れば、ビジネススーツに身を包んだ長身の男がサロンの入り口からこちらを見ていた。

（迎えに来るの、早いわよ）

　来てくれて嬉しいのだけれど、しかし後輩の手前、表情を緩めるわけにはいかない。

「お迎えですね」

「まだ勤務中よ。私語は慎みなさい」

　加乃は後輩を窘たしなめる。例えあと十五分ほどで終業時間を迎えるにしても。

「またまたチーフったら照れちゃって。チーフのあの話、知らない人はいないんですからね。いいなあー、私もステキな人と出会いたいなー」

　まったくあっけらかんと言い放つ彼女は、イマドキのコと言えばいいのか加乃は世代的なギャップを感じてしまう。とはいえ彼女が羨む気持ちもわからなくはなかった。加乃とてかつては「いつか王子様が」と夢見ていた口だったのだから。

　加乃は、勤務中だからと後輩を窘めた手前、さり気なさを装い入り口に目を向ける。

（ど、どうしよう、彼が素敵すぎる）

　長身の男――夫となった蔦原がまたあの笑みを浮かべてこちらを見ていた。

　目が合い、加乃は慌てて下を向く。体温が上昇した気がした。

　人とはちょっと違う出会いをして結ばれた自分たちは、これからどんな未来を歩んでいくのだろう。ときには言い争うこともあると思う。でもきっと、彼となら愛に溢れた日々になると確信して、口もとには自然に笑みが浮かぶ。

「チーフ？　何俯いてるんですか？」

「な、何でもないわ、何でも――あ、お客様だわ。初めて見る顔ね」

　顔を上げた加乃は来客に気付く。そして声をかけてくると言って後輩から離れると、サロン内をどこか落ち着かなく見回している男女に向かった。






「いらっしゃいませ。今日はどういったご用件でしょう？　よろしければお話を承りします。わたし、当ブライダルサロンのコーディネーター、蔦原と申します」
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